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第１章 調査の概要 
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１．調査の目的 

 

本調査は、令和７年度を開始年度とする「第３期佐々町子ども・子育て支援計画」

策定に向け、子どもや子育て世帯等の生活実態や動向、既存データでは把握困難な

潜在的なニーズ等を把握・分析し、計画の基礎資料とすることを目的としています。 

 

２．調査の実施要領 

 

調査時期 令和６年 10月 28日（月）～11月 15日（金） 

調査対象者 

佐々町在住の下記の保護者 

・家庭保育世帯 

・幼稚園、保育園 

・小学１～３年生 

調査方法 
・家庭：郵送による配布・回収及びインターネット調査 

・幼稚園、保育園、小学生：園及び学校配布・回収 

 

対象者 配布数 有効回収数 有効回答率 

家庭保育世帯保護者 97件 53件 54.6％ 

幼稚園・保育園保護者 547件 368件 67.3％ 

小学１～３年生 

の保護者 
465件 370件 79.6％ 

 

３．調査結果利用上の注意 

 

・各設問のｎは、回答者数を表しています。 

・回答率は百分比の小数点第 2 位を四捨五入しているので、合計が 100％にならない場合が

あります。 

・２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、選択肢ごとの割合を合計すると 100％

を超える場合があります。 

・回答があっても、小数点第２位を四捨五入して 0.1％に満たない場合は、図表には「0.0」

と表記しています。 

・数表・図表は、スペースの都合上、文言等を省略している場合があります。 
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第２章 調査結果考察 
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家族の状況 

居住地域については、家庭保育及び幼稚園・保育園では「神田」、小学生では「口石」が最

も高くなっています。 

回答者については、いずれも７割以上が「母親」と回答しており、「父親」は家庭保育では

２割台となっていますが、幼稚園・保育園及び小学生では１割以下となっています。また、

子育て（教育を含む）を主に行っているのは、いずれも６割前後が「父母ともに」、３割が

「主に母親」と回答しており、子育てについては両親が一緒に行っている割合が高くなって

いますが、依然母親への負担が大きいことがうかがえます。また、今回の回答者の７割以上

が母親であることから、本調査は主に「母親」の視点からみた子どもの生活状況や子育てに

関する意識として考察することが妥当だと考えられます。 

子どもをみてもらえる親族・知人の有無について、いずれも「緊急時もしくは用事の際に

は祖父母等の親族にみてもらえる」が６割を超えており、「日常的に祖父母等の親族にみても

らえる」が３割台となっていることから、比較的、身近なところに親族がおり、必要に応じ

て子育てに協力してもらえる環境にあることがうかがえます。 

一方、いずれも約１割が「日常的、緊急時、いずれもいない」と回答していることから、

頼る人がいない、身近な人からの子育て支援を受けられない保護者が支援を受けやすい体制

を整えていくことも必要です。 

現在の家計の状況については、いずれも「普通」が最も高くなっていますが、３割は『苦

しい』と回答しており、特に家庭保育では「やや苦しい」が前回調査と比べて 10 ポイント以

上高くなっています。また、理想の子どもの人数を実現できない最も高い理由として、どの

保護者からも「子育てや教育にお金がかかる」があげられており、前回調査と比べても 10 ポ

イント以上高くなっています。佐々町の子育て環境や支援の満足度では、どの保護者も「町

の子育て支援の取組」を上位にあげており、自由記述でも「商品券の配布や給食費の助成な

ど、支援が手厚い」という意見が多くみられましたが、更なる子育て世帯への経済的負担感

の軽減に向けた取り組みが求められています。 

  



 

8 

就労状況 

保護者の就労状況について、父親は８割以上、母親は家庭保育：５割台、幼稚園・保育園

及び小学生：８割以上が子育てをしながら就労していることから、今後も育児と仕事の両立

が求められる状況であると考えられます。 

今後の就労希望について、母親では幼稚園・保育園及び小学生の７割が「これまで通りの

就労」を希望すると回答しており、習い事や行事、園や学校からの急な呼び出しへの対応や

扶養の範囲での就労等、現状の生活に合った就労の維持を希望する現状維持派の割合が高く

なっています。また、家庭保育では「これまで通りの就労」希望が約４割となっていますが、

３割は「パート・アルバイトへの転換」を希望していると回答しています。 

フルタイム及びパート・アルバイトへの転換希望者の母親に、転換時期について尋ねたと

ころ、家庭保育では「１年以内に就労状況を変えたい」、幼稚園・保育園及び小学生では「１

年より先、一番下の子が〇歳になるまでに就労状況を変えたい」が最も高くなっており、就

労希望時の子どもの年齢について、家庭保育では「１歳」、幼稚園・保育園及び小学生では

「７歳以上」が最も高くなっています。 

就労していない理由について、母親ではいずれも「子どもが小さい間は、働かずにいたい」

が最も高くなっていますが、２割前後が「子育てしながら働くことのできる適当な仕事がな

い」と回答していることから、今後も働きながら安心して子育てができるように環境づくり

や細やかなニーズに対応できる支援体制の整備等が必要です。また、育児不安の軽減のため

には家庭内あるいは地域の育児を支えるサポートの充実が重要であり、ワーク・ライフ・バ

ランスが実現できるように、多様な働き方の選択、固定的役割分担意識等の解消、働きやす

い職場環境をつくることが重要です。 

 

幼稚園や保育園等の利用状況 

現在利用中の教育・保育事業については、５割が「保育所」、４割が「認定こども園」と回

答しており、それ以外の事業の利用率は１割以下となっています。 

また、現在利用中の施設の利用希望については、約９割が「現在のままでよい」と回答し

ており、現状維持派の割合が高くなっています。 

平日に幼稚園や保育所等を利用している理由については、「保護者が現在就労しているため」

が最も高く、８割を超えており、母親の就労率とほぼ同率となっています。 

現在利用中の幼稚園・保育所等については、「佐々青い実幼児園」（39.4％）が最も高く、

次いで「佐々神田保育園」（23.6％）、「佐々第２保育所」（13.9％）となっています。 

現在利用中の幼稚園・保育所等の満足度については、どの項目も「満足している：満足１

＋満足２」が５割を超えており、特に「施設の清潔さ」「保育士の子どもへの接し方」「総合

評価」は７割を超えています。 
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平日の教育・保育について（家庭保育） 

現在、保育園を利用していない方でお子さんが０～２歳の方に、国が検討している「こど

も誰でも通園制度（仮称）」が創設された場合の利用状況について尋ねたところ、利用希望者

は７割を超えており、約５割は「午前・午後通して利用したい」と回答しています。 

幼稚園や保育所等を利用していない理由については、５割が「子どもが小さいうちは、自

分でみたいため」、２割が「利用したいが、幼稚園・保育所等に空きがないため」と回答して

います。また、９割が平日に教育・保育事業を「定期的に利用したい」と回答しており、利

用したい事業としては「幼稚園」「認可保育所」「認定こども園」が４割を超えています。 

平日に定期的に教育・保育事業を利用したい理由については、７割が「子どもの教育や発

達のため」、３割前後が「保護者や就労予定または求職中である」「保護者が現在就労してい

る」と回答しています。 

 

土日・祝日の教育・保育について 

家庭保育では土日・祝日ともに「利用する必要はない」が最も高く、６割を超えています

が、約４割は土曜日は『利用したい』と回答しています。また、幼稚園・保育園では、日祝

日は「利用する必要はない」が７割を超えているものの、土曜日の利用希望者が約７割とな

っています。いずれも前回調査と比べて土曜日は「利用する必要はない」が 10 ポイント以上

高くなっていますが、依然日祝日に比べて土曜日の利用ニーズは高いことがうかがえます。 

土日・祝日に幼稚園・保育所等を利用したい理由については、いずれも「（月に数回）仕事

が入るため」（家庭：66.7％、幼保：74.7％）が最も高く、次いで「平日に済ませられない用

事をまとめて済ませるため」（家庭：42.9％、幼保：32.0％）、「息抜きのため」（家庭：

38.1％、幼保：22.1％）となっており、家庭保育では前回調査と比べて「（月に数回）仕事が

入るため」が高く、「息抜きのため」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

 

病気の際の対応について 

病気等で教育・保育サービスの利用ができなかった経験については、幼稚園・保育園及び

小学生ともに７～８割が「あった」と回答しています。行った対処方法としては「母親が休

んだ」が最も高くなっていますが、前回調査と比べて「父親が休んだ」が 10 ポイント以上高

くなっていることから、父親の育児参加への意識が高まってきていることがうかがえます。 

両親どちらかが休んで対応したと回答した保護者に、病児・病後児のための保育施設等の

利用希望について尋ねたところ、幼稚園・保育園及び小学生ともに「利用したいとは思わな

い」が５割を超えており、利用希望は３割台となっており、７割は「小児科に併設した施設

で子どもを保育する事業」を利用したいと回答しています。 

病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由としては、幼稚園・保育園

及び小学生ともに「親が仕事を休んで対応する」が最も高く、次いで幼稚園・保育園では

「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」（46.1％）、「利用料がかかる・高い」（34.4％）、

小学生では「利用料がかかる」（17.9％）、「他人に看てもらうのは不安」（14.9％）となって

おり、病児・病後児を他人にみてもらう不安感、利用料金が発生すること等から、両親どち

らかが仕事を休んで対応している状況がうかがえます。 
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一時預かりについて 

私用、親の通院、就労等の目的での一時預かりの現在の利用状況については、家庭保育及

び幼稚園・保育園ともに８割が「利用していない」と回答しており、各サービスの利用率は

いずれも１割以下となっています。 

私用や冠婚葬祭、病気、就労等の目的での一時預かりの利用希望について、家庭保育では

「私用、リフレッシュ目的で利用したい」が最も高く、５割を超えているものの、「経済的に

困っている」世帯では「利用したいとは思わない」の割合が高くなっています。幼稚園・保

育園では「利用したいと思わない」が最も高くなっていますが、約４割は「私用、リフレッ

シュ目的で利用したい」と回答しています。また、前回調査と比べて、家庭保育及び幼稚

園・保育園ともに「私用、リフレッシュ目的で利用したい」が 10 ポイント以上高くなってお

り、特にリフレッシュ目的での利用は罪悪感を持つ等利用しにくい傾向があると考えられる

ため、リフレッシュ目的での一時預かり利用における心理的なハードルを下げる工夫、利用

者負担の軽減等が必要です。 

保護者の用事等で家族以外に預ける必要性については、家庭保育及び幼稚園・保育園とも

に「利用する必要はない」が「あった」を大きく上回っています。 

幼稚園・保育園の保護者に長期休暇期間中の幼稚園・認定こども園の利用希望について尋

ねたところ、６割は『利用したい』と回答しており、長期期間中の利用希望のニーズが高い

ことがうかがえます。また、利用希望の理由については、約９割が「仕事が入る」、２割前後

が「家事等の用事をまとめて済ませる」「息抜きのため」と回答しています。 

 

町の子育て支援サービスの利用状況 

「ぷくぷくクラブ」の利用状況については、いずれも「知っていたが、これまで利用した

ことがない」が最も高く、「ぷくぷくクラブ」の利用経験者は３～４割となっています。また、

今後の利用については、幼稚園・保育園では８割以上が「新たに利用するつもりはない」と

回答していますが、家庭保育では３割が「増やしたい」と回答しており、前回調査と比べて

も「増やしたい」「これまで通りの頻度で利用する」が 10ポイント以上高くなっていることか

ら、家庭保育での利用希望意向が高くなっています。 

「ありす」の利用状況については、いずれも６割が「知っていたが、これまで利用したこ

とがない」と回答しており、「ありす」の利用経験者は１割前後となっています。また、幼稚

園・保育園では約９割が「新たに利用するつもりはない」と回答していますが、家庭保育で

は約２割が「増やしたい」と回答しており、家庭保育での利用希望意向が高くなっています。 

自由記述では「ぷくぷくクラブ」「ありす」の立地についての意見、「ぷくぷくクラブ」の

週末の開所希望、「ありす」の前日予約の厳しさを訴える意見等もあり、「ありす」について

は、家庭保育では約３割、幼稚園・保育園では約２割が「知らなかった」と回答しています。

町民のニーズを把握し、時代の流れに沿ったサービスの提供、加えて実施内容や利用対象

者・利用方法等まで含めた細やかな情報の周知に力を入れ、認知からサービス利用に至るま

でのきっかけづくりを行い、より多くの方が気軽に利用できるようにしていくことが必要で

す。 
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小学校就学後の放課後の過ごし方 

◆就学前（５歳以上） 

放課後過ごさせたい場所について、小学校低学年（１～３年生）の間は「放課後児童クラ

ブ（学童保育）」、小学校高学年（４～６年生）の間は「自宅」が最も高くなっています。ま

た、「配偶者がいない」世帯及び「経済的に困っている」世帯では、低学年のうちは「放課後

児童クラブ（学童保育）」の利用希望が高くなっています。 

土曜日の利用希望について、いずれも「利用する必要はない」が「利用したい」を上回っ

ていますが、低学年では４割が「利用したい」と回答しています。 

日祝日の利用希望について、いずれも「利用する必要はない」が８割を超えています。 

夏休み・冬休みの長期休暇期間中の利用希望について、高学年では５割が「利用する必要

はない」と回答していますが、低学年では７割が長期休暇中の利用を希望していることから、

土曜日及び長期期間中の低学年の利用希望のニーズが高いことがうかがえます。 

◆小学生 

小学校低学年の放課後の過ごし場所について、４割が「自宅に家族といる」「放課後児童ク

ラブ（学童保育）」、約３割が「習い事(クラブ活動、音楽教室など)」と回答しています。ま

た、「配偶者がいない」世帯及び「経済的に困っている」世帯では、「放課後児童クラブ（学

童保育）」の割合が高くなっています。 

放課後過ごす場所として重視していることについては、９割が「子どもが安全・安心に過

ごせること」、５割が「希望する時間に利用できること」、３割が「充実した施設・設備があ

ること」と回答しており、安全性や希望時間での利用、充実した設備等が求められています。 

放課後児童クラブ（学童保育）の利用実績については、平日及び夏休み・冬休みでは約５

割が「現在利用している」と回答していますが、土曜日及び日祝日では「利用実績なし」が

最も高く、特に日祝日では約９割が「利用実績なし」と回答しています。 

今後の利用希望について、平日及び夏休み・冬休みでは約５割が「希望する」と回答して

いますが、土曜日及び日祝日では４～５割が「希望しない」と回答しており、現在の利用状

況と今後の利用希望はほぼ同率となっています。また、利用したい時間帯については、土曜

日の希望終了時刻は現状より遅い時間帯のニーズが高くなっています。 

放課後児童クラブ（学童保育）の利用予定については、「利用予定」が「利用する予定はな

い」をやや上回っていますが、前回調査と比べて「利用予定」が 27.7 ポイント高くなってい

ることから、今後も共働き世帯の増加に伴い、放課後子どもが安心して過ごせる居場所を求

める保護者の関心も高くなっていることから、利用予定者が増加傾向になることが考えられ

ます。また、利用予定期間について、開始時期では「１年生」が最も高く、９割を超えてい

ますが、終了時期では「３年生」「４年生」「６年生」がそれぞれ２割台と分散しています。 

放課後児童クラブ（学童保育）に望むサービスについては、「放課後児童クラブ（学童保育）

と家庭との連絡や連携」「習い事（英語や習字など）」が２割を超えています。自由記述では

「放課後児童クラブ（学童保育）と家庭との連絡や連携」について、「LINE での返信もすぐに

あり、利用しやすい」「今まで通りでいい」という好意的な意見も多くみられますが、現状に

満足しつつも、子どもの様子やトラブルに関する情報提供も求められています。また、「習い

事（英語や習字など）」については、特に「習字」「英語」「そろばん」「運動」の習い事の充

実と送迎システムを望む声があげられています。 
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放課後児童クラブ（学童保育）を利用しない理由については、３割前後が「子どもが希望

していないから」「子どもの祖父母や親戚の人がみているから」、２割が「現在就労していな

いから」と回答しています。 

 

育児休業など職場の両立支援制度について 

育児休業の取得について、母親では約５割～６割が「取得した（取得中である）」と回答し

ていますが、父親ではいずれも「取得していない」が最も高く、特に幼稚園・保育園及び小

学生では８割を超えています。 

育児休業を取得していない理由について、父親ではいずれも「仕事が忙しかった」が最も

高く、次いで、家庭保育では「収入減となり、経済的に苦しくなる」、幼稚園・保育園及び小

学生では「配偶者が育児休業制度を利用した」となっています。 

家庭保育世帯では、父親の育児休業の取得率が３割程度となっているものの、依然、母親

の取得率の割合が高くなっているため、育児休業の取得条件の緩和や勤務軽減等の措置、男

性が育児休業を取得しやすい雇用環境整備、職場の理解や協力体制を整えることが必要です。 

 

佐々町での子育てについて 

◆子育てに関しての悩み・相談相手/子どもの成長で大切なこと 

子育てをしていて感じる悩みについて、家庭保育及び幼稚園・保育園では４割が「子ども

の教育・しつけ」、小学生では３割が「子どもの学力」と回答しています。また、家庭保育で

は「子どもとの過ごし方・遊び方」「子どもの健康」「子どもの発育」「自分の時間が持てない」

「子育てに伴う経済的な負担」も３割を超えています。また、幼稚園・保育園及び小学生の

「配偶者がいない」世帯では「配偶者がいる」世帯と比べて、「自分の時間が持てない」割合

が高くなっています。 

相談相手については、いずれも６割以上が「祖父母等の親族」「友人や知人」と回答してお

り、幼稚園・保育園では「幼稚園や保育園の先生」が４割を超えていますが、いずれも公的

な相談場所等に相談している割合は低くなっています。 

子どもが成長する上で大切だと思っていることについて、小学生では約９割が「友達との

関係」、約８割が「家族とのふれあい」、約５割が「学校の勉強」と回答しています。 

子育てに関する悩みは多岐にわたり、妊娠期から成人するまで長期的であり、月齢・年齢

が進むにつれ、悩みの内容も変化していくため、保護者のニーズの把握と子どもの成長に合

わせた情報の周知が必要です。相談することは難易度が高く、複数の要因が複雑に絡まって

いる可能性や相手に伝わるように言語化しなければという負担感等から、気軽に相談をする

ことが難しいと考える子育て世代も多いようです。幼稚園・保育園の「配偶者がいない」世

帯では「配偶者がいる」世帯に比べて、「親同士の付き合い」に悩んでいる割合も高いことか

ら、オンライン等で気軽に悩みを相談できるような相談体制を整えることで保護者の孤立化

を防ぎ、育児不安を抱えた人の発見や児童虐待などの未然防止にもつながるのではないかと

考えます。また、経済的に困窮している世帯では、子どもが成長するにつれて経済的負担を

訴える声が多いことから、不安軽減のためには経済支援に加え、さまざまな支援等を積極的

に周知していくことも必要です。 
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◆現在・今後・理想の子どもの人数 

理想とする子どもの人数の平均は、家庭保育では「2.5 人」、幼稚園・保育園では「2.8 人」、

小学生では「2.9 人」となっており、いずれも「理想」と比べて「現在」の子どもの人数が低

くなっています。 

理想とする子どもの人数を実現できない理由については、いずれも「子育てや教育にお金

がかかる」が最も高く、次いで、家庭保育及び幼稚園・保育園では「仕事との両立に支障が

生じる」、小学生では「年齢的（肉体的）に困難」となっています。 

 

◆佐々町の子育て環境や支援についての満足度 

佐々町の子育ての環境や支援について、満足度が高い（満足１＋満足２）のは、いずれも

「町の子育て支援の取組」「町立図書館」となっており、家庭保育では「町の相談窓口」、幼

稚園・保育園及び小学生では「公園などの外の遊び場」も高くなっています。 

また、いずれも「屋内の遊び場」「交通機関（バス、電車など）」、家庭保育及び幼稚園・保

育園では「授乳室やおむつ交換台などの設備」、家庭保育では「近所づきあい（協力、相談）」、

小学生では「安全性（事故や犯罪など）」の『不満足』が『満足』を上回っています。 

今後も佐々町で子育てをしていきたいかについては、いずれも９割は『佐々町で子育てを

していきたい』と回答しており、子育て世帯は今後も佐々町で子育てをしていくことを望む

割合が高くなっています。 

佐々町の子育て環境や支援への満足度及び定住希望の割合も高くなっていますが、近年の

気候変動に伴い、猛暑日の日数が年々増加傾向にあり、集中豪雨の発生等も生じていること、

時代に流れに伴い、ゲーム機器等の普及により子どもの居場所が室内に変化していることか

ら、特に「屋内の遊び場」については改善を求める意見（自由記述）が多く寄せられていま

す。今回の調査を踏まえ、子ども達や子育てをする保護者等のニーズを把握し、子どもが健

やかに育ち、安心して産み育てられる環境づくりをすることが必要です。 
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１．家族の状況について 

（１）回答いただく方はどなたですか。【問１】 

 

○いずれも「母親」（家庭：73.6％、幼保：90.2％、小学生：92.4％）が最も高く、次いで

「父親」（家庭：24.5％、幼保：8.4％、小学生：5.9％）となっており、幼稚園・保育園

及び小学生では「母親」が９割を超えています。また、家庭保育では「父親」が２割を

超えています。 

 

 

  

73.6

90.2

92.4

24.5

8.4

5.9

0.5

0.3

1.9

0.8

1.4

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

小学生 R6年度

(n=370)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親 父親 祖父 祖母 その他 無回答
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（２）あなたは現在、どちらにお住まいですか。【問２】 

 

○家庭保育では「神田」が 17.0％と最も高く、次いで「口石」15.1％となっています。 

〇幼稚園・保育園では「神田」が 16.3％と最も高く、次いで「口石」13.3％となっていま

す。 

〇小学生では「口石」が 12.2％と最も高く、次いで「神田」10.8％となっています。 

 

  

  

1.9

9.4

0.0

0.0

1.9

9.4

1.9

0.0

0.0

0.0

15.1

1.9

1.9

1.9

3.8

0.0

1.4

3.5

0.3

4.9

3.0

5.2

2.4

3.3

1.4

0.0

13.3

7.3

4.6

1.6

2.4

0.3

0.5

2.2

0.0

4.9

3.0

7.8

3.8

3.5

0.5

0.0

12.2

8.1

6.2

2.7

1.6

0.3

0% 5% 10% 15% 20%

古川

中央通

志方

野寄

栗林

里

新町

里山

木場

牟田原

口石

四ツ井樋

水道

浜迎

土手迎

真申

5.7

1.9

0.0

3.8

0.0

9.4

0.0

17.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

3.8

1.9

1.9

3.8

2.4

1.1

2.4

3.5

1.1

3.5

0.3

16.3

0.3

0.5

0.0

4.3

0.3

3.0

0.5

3.0

2.4

2.4

1.4

1.6

4.3

0.8

3.5

1.4

10.8

0.0

0.0

0.0

6.5

0.5

2.2

1.6

3.8

1.9

0% 5% 10% 15% 20%

芳ノ浦

東町

西町

市瀬

鴨川

松瀬

北

神田

角山

江里

大茂

千本

若佐

沖田

さざん花

佐々南

無回答

家庭保育 R6年度(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度(n=368)

小学生 R6年度(n=370)
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（３）お子さんについてお答えください。【問３】 

 

○家庭保育では「０歳」が 15.1％と最も高く、次いで「１歳」13.2％、「２歳」7.5％とな

っています。 

〇幼稚園・保育園では「５歳」が 26.1％と最も高く、次いで「４歳」22.6％、「３歳」

14.9％となっています。 

〇小学生では「１年生」が 36.8％と最も高く、次いで「３年生」30.3％、「２年生」28.9％

となっています。 

〇きょうだい数について、家庭保育では「０人」49.1％、幼稚園・保育園では「２人」

35.3％、小学生では「３人」32.4％が最も高くなっています。 

 

【年齢】 

 

【学年】 

 

【きょうだい数】 

 

  

15.1

1.6

13.2

10.1

7.5

12.8

1.9

14.9 22.6 26.1 11.1

3.8

0.8

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 無回答

36.8 28.9 30.3 4.1
小学生 R6年度

(n=370)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年生 ２年生 ３年生 無回答

49.1

9.8

17.0

17.1

15.7

5.7

35.3

29.7

3.8

23.9

32.4

1.9

9.2

16.8

3.0

3.8

1.9

1.6

1.6

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

小学生 R6年度

(n=370)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答
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（４）お子さんの母または父の配偶関係についてお答えください。【問４】 

 

○いずれも「配偶者がいる」（家庭：94.3％、幼保：89.9％、小学生：83.5％）、「配偶者は

いない」（家庭：3.8％、幼保：9.2％、小学生：14.9％）となっており、８割以上は「配

偶者がいる」と回答しています。 
 

 

 

（５）お子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。【問５】 

 

○いずれも「父母ともに」（家庭：62.3％、幼保：62.5％、小学生：58.4％）が最も高く、

次いで「主に母親」（家庭：35.8％、幼保：36.1％、小学生：38.4％）となっています。 

 

 

  

94.3

99.1

89.9

91.4

83.5

85.1

3.8

9.2

8.6

14.9

13.5

0.9

0.5

0.3

1.4

1.9

0.3

1.4

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

小学生 R6年度

(n=370)

小学生 R1年度

(n=141)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者がいる 配偶者はいない その他 無回答

62.3

62.5

58.4

35.8

36.1

38.4

0.3

0.8

0.5

0.5

0.3

0.8

1.9

0.3

1.1

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

小学生 R6年度

(n=370)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答
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（６）お子さんを日頃みてもらえる親族・知人はいますか。（複数回答）【問６】 

 

○いずれも「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」（家庭：64.2％、

幼保：68.8％、小学生：66.5％）が最も高く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみて

もらえる」（家庭：39.6％、幼保：30.4％、小学生：32.2％）となっています。 
 

 

  

39.6

64.2

3.8

13.2

9.4

45.8

61.7

2.8

13.1

8.4

30.4

68.8

2.2

7.9

8.4

31.2

66.9

2.6

9.3

12.3

32.2

66.5

3.5

14.6

8.1

35.5

65.2

2.8

18.4

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

日常的、緊急時 いずれもいない

家庭保育 R6年度(n=53)

家庭保育 R1年度(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度(n=269)

小学生 R6年度(n=370)

小学生 R1年度(n=141)
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（７）現在の暮らしの家計状況をどのように感じていますか。【問７】 

 

○いずれも「普通」（家庭：60.4％、幼保：54.1％、小学生：57.0％）が最も高く、次いで

「やや苦しい」（家庭：28.3％、幼保：25.0％、小学生：24.9％）となっています。 

〇「ゆとりがある：大変ゆとりがある＋ややゆとりがある」（家庭：5.7％、幼保：13.3％、

小学生：8.3％）、「苦しい：やや苦しい＋大変苦しい」（家庭：34.0％、幼保：31.8％、

小学生：32.2％）となっており、３割は『苦しい』と回答しています。 

〇前回調査との比較をみると、家庭保育では「やや苦しい」が高く、幼稚園・保育園では

「普通」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 
 

 

  

1.9

4.1

2.6

2.4

2.8

5.7

10.3

9.2

5.6

5.9

6.4

60.4

66.4

54.1

65.1

57.0

61.0

28.3

17.8

25.0

19.0

24.9

23.4

5.7

3.7

6.8

7.8

7.3

6.4

0.8

2.4

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

小学生 R6年度

(n=370)

小学生 R1年度

(n=141)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答
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２．就労状況について 

（１）母親・父親それぞれの就労状況をお答えください。【問８】 

◆母親 

○家庭保育では「以前は就労していたが、現在は就労していない」が 47.2％と最も高く、

次いで「フルタイム（育休・介護休業中である）」32.1％となっています。 

○幼稚園・保育園及び小学生では「フルタイム」（幼保：45.9％、小学生：42.7％）が最も

高く、次いで「パートタイム・アルバイト」（幼保：36.1％、小学生：38.9％）となって

います。 
 

 
 

◆父親 

○いずれも「フルタイム」（家庭：88.7％、幼保：89.1％、小学生：83.0％）が最も高く、

８割を超えています。 
 

  

3.8

4.7

45.9

45.7

42.7

48.2

32.1

30.8

6.8

3.0

2.4

13.2

10.3

36.1

39.8

38.9

35.5

3.8

5.6

1.9

1.9

1.4

0.7

47.2

45.8

8.4

9.7

11.1

13.5

0.9

0.3

0.3

1.4

1.9

0.5

3.2

0.7

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

小学生 R6年度

(n=370)

小学生 R1年度

(n=141)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム フルタイム（育休・介護休業中である）

パートタイム・アルバイト パートタイム・アルバイト（育休・介護休業中である）

以前は就労していたが、現在は就労していない これまで就労したことがない

無回答

88.7

93.5

89.1

90.0

83.0

85.1

7.5

3.7

0.5

1.1

0.3

0.5

0.8

1.4

0.3

0.8

0.7

0.3

3.8

2.8

9.0

8.2

15.4

13.5

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

小学生 R6年度

(n=370)

小学生 R1年度

(n=141)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム フルタイム（育休・介護休業中である）

パートタイム・アルバイト パートタイム・アルバイト（育休・介護休業中である）

以前は就労していたが、現在は就労していない これまで就労したことがない

無回答
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問８で「１．」～「４．」を回答した方のみ 

（２）週あたりどのくらい働いていますか。【問９】 

◆母親 

○週当たりの就労日数では、いずれも「５日」（家庭：75.0％、幼保：71.0％、小学生：

65.5％）が最も高くなっています。 

〇１日当たりの就労時間では、いずれも５割前後が「８時間」（家庭：53.6％、幼保：

49.1％、小学生：47.5％）と回答しています。 

○家を出る時刻について、家庭保育では「７時台」、幼稚園・保育園及び小学生では「８時

台」が最も高く４割を超えており、帰宅時刻ではいずれも４割前後が「18 時台」と回答

しています。 

 

【週当たりの就労日数】          【１日当たりの就労時間】 

   

 

【家を出る時刻】               【帰宅時刻】 

   

  

3.6

7.1

3.6

7.1

75.0

3.6

0.0

0.0

0.0

0.9

3.3

8.4

71.0

15.0

0.6

0.9

0.0

0.9

6.3

13.0

65.5

12.3

0.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

家庭保育 R6年度(n=28)

幼稚園・保育園 R6年度(n=334)

小学生 R6年度(n=316)

7.1

7.1

3.6

14.3

7.1

53.6

7.1

0.0

0.3

4.5

12.3

13.5

12.9

49.1

5.7

1.8

0.9

6.3

12.0

14.9

11.1

47.5

4.7

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

3時間以下

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

家庭保育 R6年度(n=28)

幼稚園・保育園 R6年度(n=334)

小学生 R6年度(n=316)

3.6

42.9

28.6

7.1

14.3

3.6

0.9

36.5

47.0

9.3

3.3

3.0

1.6

33.5

45.6

11.7

3.5

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

7時より前

7時台

8時台

9時台

10時以降

無回答

家庭保育 R6年度(n=28)

幼稚園・保育園 R6年度(n=334)

小学生 R6年度(n=316)

10.7

3.6

3.6

21.4

42.9

14.3

3.6

6.3

5.1

8.4

25.1

39.8

12.3

3.0

8.9

6.0

7.9

21.8

38.9

12.0

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

家庭保育 R6年度(n=28)

幼稚園・保育園 R6年度(n=334)

小学生 R6年度(n=316)
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◆父親 

 

○週当たりの就労日数では、いずれも「５日」（家庭：62.7％、幼保：58.4％、小学生：

54.8％）が最も高く、次いで「６日」（家庭：31.4％、幼保：33.4％、小学生：33.0％）

となっています。 

〇１日当たりの就労時間では、いずれも６割前後が「８時間」（家庭：64.7％、幼保：

58.4％、小学生：64.4％）と回答しており、「９時間以上」（家庭：29.4％、幼保：

34.0％、小学生：24.7％）も２～３割台となっています。 

○家を出る時刻については、いずれも約５割が「７時台」と回答しており、帰宅時刻では

「19時以降」が４割台、「18時台」が３割前後となっています。 

 

【週当たりの就労日数】          【１日当たりの就労時間】 

   

 

【家を出る時刻】               【帰宅時刻】 

   

  

0.0

0.0

0.0

0.0

62.7

31.4

0.0

3.9

0.0

0.0

0.3

0.6

58.4

33.4

4.5

2.7

0.0

0.3

0.3

1.9

54.8

33.0

2.6

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

家庭保育 R6年度(n=51)

幼稚園・保育園 R6年度(n=332)

小学生 R6年度(n=312)

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

64.7

29.4

3.9

0.0

0.0

0.0

1.2

1.5

58.4

34.0

4.8

0.0

0.0

0.3

1.3

0.6

64.4

24.7

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

3時間以下

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

家庭保育 R6年度(n=51)

幼稚園・保育園 R6年度(n=332)

小学生 R6年度(n=312)

23.5

47.1

15.7

5.9

2.0

5.9

25.6

48.8

13.3

4.2

2.4

5.7

25.0

46.8

14.1

1.9

1.6

10.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

7時より前

7時台

8時台

9時台

10時以降

無回答

家庭保育 R6年度(n=51)

幼稚園・保育園 R6年度(n=332)

小学生 R6年度(n=312)

2.0

0.0

2.0

9.8

31.4

49.0

5.9

6.6

1.2

3.0

11.4

30.1

41.6

6.0

1.6

1.0

1.3

11.2

28.5

45.2

11.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

家庭保育 R6年度(n=51)

幼稚園・保育園 R6年度(n=332)

小学生 R6年度(n=312)
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（３）今後、どのような就労状況を希望されますか。【問 10】 

◆母親 

○今後の就労希望について、いずれも「これまで通りの就労」（家庭：39.6％、幼保：

76.6％、小学生：70.8％）が最も高くなっています。また、家庭保育では３割が「パー

ト・アルバイトへの転換」と回答しています。 

 

 

 

◆パート・アルバイトへの転換時の希望勤務日数及び勤務時間 

〇希望する週当たり勤務日数について、家庭保育では「５日」47.4％、幼稚園・保育園及

び小学生では「４日」（幼保：41.9％、小学生：34.1％）が最も高くなっています。 

〇希望する１日当たりの勤務時間について、いずれも「５時間」（家庭：47.4％、幼保：

35.5％、小学生：29.5％）が最も高くなっています。 

 

【希望する週当たり勤務日数】      【希望する１日当たり勤務時間】 

   

  

9.4

7.5

4.1

4.8

3.2

10.6

39.6

39.3

76.6

75.1

70.8

69.5

3.8

5.6

6.3

6.7

3.5

4.3

11.3

7.5

2.4

4.1

5.1

4.3

35.8

40.2

8.4

8.9

11.9

5.7

2.2

0.4

5.4

5.7

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

小学生 R6年度

(n=370)

小学生 R1年度

(n=141)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労しない これまで通りの就労 フルタイムへの転換(見込みあり)

フルタイムへの転換(見込みなし) パート・アルバイトへの転換 無回答

0.0

0.0

21.1

21.1

47.4

5.3

0.0

5.3

0.0

0.0

29.0

41.9

22.6

0.0

0.0

6.5

0.0

2.3

25.0

34.1

27.3

0.0

0.0

11.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

家庭保育 R6年度(n=19)

幼稚園・保育園 R6年度(n=31)

小学生 R6年度(n=44)

5.3

31.6

47.4

5.3

5.3

0.0

0.0

5.3

6.5

22.6

35.5

19.4

3.2

3.2

0.0

6.5

4.5

22.7

29.5

18.2

6.8

4.5

0.0

13.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

3時間以下

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

家庭保育 R6年度(n=19)

幼稚園・保育園 R6年度(n=31)

小学生 R6年度(n=44)
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◆父親 

○今後の就労希望については、いずれも「これまで通りの就労」（家庭：96.2％、幼保：

87.2％、小学生：82.2％）が最も高く、８割を超えています。 

 

 

 

◆パート・アルバイトへの転換時の希望勤務日数及び勤務時間 

〇希望する週当たり勤務日数については、サンプル数が少ないため参考程度。 

 

【希望する週当たり勤務日数】      【希望する１日当たり勤務時間】 

   

  

4.7

0.5

3.0

0.7

96.2

89.7

87.2

87.7

82.2

80.1

0.3

0.3

0.4

0.7

0.9

0.3

3.8

4.7

11.4

8.9

17.8

18.4

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

小学生 R6年度

(n=370)

小学生 R1年度

(n=141)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労しない これまで通りの就労 フルタイムへの転換(見込みあり)

フルタイムへの転換(見込みなし) パート・アルバイトへの転換 無回答

0.0

0.0

0.0

100.0
0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

幼稚園・保育園 R6年度(n=1)

0.0

0.0

0.0

100.0
0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3時間以下

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間以上

無回答

幼稚園・保育園 R6年度(n=1)
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問 10で「３．」～「５．」を回答した方のみ 

（４）いつごろの転換を希望しますか。【問 11】 

◆母親 

○転換時期については、家庭保育では「１年以内に就労状況を変えたい」51.9％、幼稚

園・保育園及び小学生では「１年より先、一番下の子が〇歳になるまでに就労状況を変

えたい」（幼保：49.2％、小学生：48.7％）が最も高くなっています。 

〇就労希望時の子どもの年齢について、家庭保育では「１歳」36.4％、幼稚園・保育園及

び小学生では「７歳以上」（幼保：41.9％、小学生：75.7％）が最も高くなっています。 

 

 

 

【就労希望時の子どもの年齢】 

 

  

3.7

9.5

15.8

51.9

33.3

34.2

40.7

49.2

48.7

3.7

7.9

1.3

家庭保育 R6年度

(n=27)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=63)

小学生 R6年度

(n=76)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すぐにでも就労状況を変えたい １年以内に就労状況を変えたい

１年より先、一番下の子が〇歳になるまでに就労状況を変えたい 無回答

36.4

18.2

27.3

0.0

0.0

0.0

9.1

9.1

9.7

0.0

6.5

16.1

3.2

12.9

41.9

9.7

0.0

0.0

8.1

2.7

0.0

5.4

75.7

8.1

0% 20% 40% 60% 80%

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳以上

無回答

家庭保育 R6年度(n=11)

幼稚園・保育園 R6年度(n=31)

小学生 R6年度(n=37)
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◆父親 

○父親についてはサンプル数が少ないため参考程度。 

 

 

  

0.0

66.7

0.0

33.3

家庭保育 R6年度

(n=0)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=3)

小学生 R6年度

(n=0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すぐにでも就労状況を変えたい １年以内に就労状況を変えたい

１年より先、一番下の子が〇歳になるまでに就労状況を変えたい 無回答
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問８で「５．」～「６．」を回答した方のみ 

（５）就労の希望はあっても、就労していない理由をお答えください。【問 12】 

◆母親 

○就労していない理由については、いずれも「子どもが小さい間は、働かずにいたい」（家

庭：48.0％、幼保：25.0％、小学生：23.8％）が最も高くなっています。 

○前回調査との比較をみると、幼稚園・保育園及び小学生では「子育てしながら働くこと

のできる適当な仕事がない」「その他」が 15ポイント以上低くなっています。 

 

 

 

◆父親 

○父親については、サンプル数が少ないため参考程度。 

 

  

48.0

51.0

25.0

26.9

23.8

31.3

8.0

6.1

6.3

3.8

20.0

22.4

15.6

34.6

14.3

31.3

2.0

3.1

7.7

4.8

20.0

18.4

3.1

26.9

21.4

37.5

4.0

46.9

35.7

家庭保育 R6年度

(n=25)

家庭保育 R1年度

(n=49)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=32)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=26)

小学生 R6年度

(n=42)

小学生 R1年度

(n=16)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが小さい間は、働かずにいたい 希望する幼稚園・保育所等が利用できない

子育てしながら働くことのできる適当な仕事がない 家族の考え方(親族の理解)等就労する環境が整っていない

その他 無回答

100.0

33.3

50.0

33.3

100.0

100.0

50.0

33.3

家庭保育 R6年度

(n=0)

家庭保育 R1年度

(n=1)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=3)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=2)

小学生 R6年度

(n=1)

小学生 R1年度

(n=2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが小さい間は、働かずにいたい 希望する幼稚園・保育所等が利用できない

子育てしながら働くことのできる適当な仕事がない 家族の考え方(親族の理解)等就労する環境が整っていない

その他 無回答
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３．幼稚園や保育園等の利用状況について 

（１）お子さんが現在利用している施設すべてに回答し、利用日数と利用時間について
もお答えください。【幼保：問 13】 

 

○現在利用している施設については、「保育所」が 52.4％と最も高く、次いで「認定こども

園」44.0％となっています。 

〇週当たりの利用日数について、「認定こども園」「保育所」では６割以上が「５日」、２～

３割が「６日」と回答しています。 

〇１日当たりの利用時間について、「認定こども園」「保育所」では３割前後が「８時間」

と回答しています。 

〇「認定こども園」「保育所」の利用開始時刻では４割が「８時台」、３割が「９時台」と

回答しており、利用終了時刻では「17時台」「18時台」が３割台となっています。 

 

 

 

【週当たり利用日数】 

 

  

44.0

52.4

2.4

0.3

0.3

42.0

48.3

9.3

1.9

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

認定こども園

保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

その他

幼稚園・保育園 R6年度(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度(n=269)

1.0

0.5

77.8

63.2

88.9

100.0

100.0

22.2

33.2

11.1

0.5

認定こども園(n=162)

保育所(n=193)

幼稚園(n=9)

幼稚園の預かり保育(n=1)

その他(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

1日 2日 3日 4日 5日 6日 無回答
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【１日当たり利用時間】 

 

【利用開始時刻】 

 

【利用終了時刻】 

 

  

13.0

2.6

88.9

100.0

13.0

10.9

26.5

32.1

100.0

19.1

20.7

15.4

23.3

10.5

7.8

11.1

1.9

2.1

0.6

0.5

認定こども園(n=162)

保育所(n=193)

幼稚園(n=9)

幼稚園の預かり保育(n=1)

その他(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

6時間以下 7時間 8時間 9時間 10時間 11時間 12時間以上 無回答

24.1

23.3

22.2

41.4

44.0

33.3

100.0

34.0

32.6

44.4

100.0

0.6認定こども園(n=162)

保育所(n=193)

幼稚園(n=9)

幼稚園の預かり保育(n=1)

その他(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

8時より前 8時台 9時台 10時以降 無回答

13.0

4.7

88.9

100.0

22.8

19.2

100.0

32.7

38.3

30.9

37.8

11.1

0.6認定こども園(n=162)

保育所(n=193)

幼稚園(n=9)

幼稚園の預かり保育(n=1)

その他(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

16時より前 16時台 17時台 18時以降 無回答
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（２）現在利用している施設を希望としてはどのくらい利用したいですか。 
【幼保：問 14】 

 

○現在利用中の施設の利用希望については、「現在のままでよい」が 87.5％と８割を超えて

おり、「希望あり」は１割程度となっています。 

〇週当たりの利用希望日数については、「５日」が 50.0％と最も高く、次いで「６日」

40.9％となっています。 

〇１日当たりの利用希望時間については、「８時間」が 25.0％と最も高く、次いで「10時間」

20.5％、「９時間」18.2％となっています。 

〇利用希望開始時刻では「９時台」43.2％が最も高く、利用希望終了時刻では「17 時台」

「18時以降」が３割を超えています。 

 

 

【週当たり利用希望日数】          【１日当たり利用希望時間】 

   

【利用希望開始時刻】            【利用希望終了時刻】 

    

87.5

88.1

12.0

11.5

0.5

0.4

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在のままでよい 希望あり 無回答

0.0

0.0

2.3

4.5

50.0

40.9

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

無回答

幼稚園・保育園 R6年度(n=44)

13.6

4.5

25.0

18.2

20.5

15.9

2.3

0.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

6時間以下

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

幼稚園・保育園 R6年度(n=44)

27.3

22.7

43.2

0.0

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時より前

8時台

9時台

10時以降

無回答

幼稚園・保育園 R6年度(n=44)

13.6

6.8

34.1

38.6

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

16時より前

16時台

17時台

18時以降

無回答

幼稚園・保育園 R6年度(n=44)
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（３）平日に定期的に幼稚園や保育所等を利用されている主な理由は何ですか。 
【幼保：問 15】 

 

○「保護者が現在就労しているため」が 85.3％と最も高く、次いで「子どもの教育や発達

のため」9.8％となっています。 

 

 

 

（４）現在、定期的に利用されている幼稚園・保育所等をお答えください。 
【幼保：問 16】 

 

○「佐々青い実幼児園」が 39.4％と最も高く、次いで「佐々神田保育園」23.6％、「佐々第

２保育所」13.9％となっています。 

 

 

  

9.8

17.1

85.3

78.1

1.4

1.5

0.3 1.1

0.4

0.3

0.7

1.9

2.2

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの教育や発達のため 保護者が現在就労しているため

保護者が求職中であるため 保護者が家族・親族等を介護しているため

保護者に病気や障がいがあるため その他

無回答

13.9 39.4 23.6 10.3 12.2 0.5
幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐々第２ 佐々青い実 佐々神田 さざなみ その他 無回答
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（５）現在、定期的に利用されている幼稚園・保育所等の満足度を５段階でお答えくだ
さい。【幼保：問 17】 

 

○どの項目も「満足している：満足１＋満足２」が５割を超えており、特に「施設の清潔

さ」「保育士の子どもへの接し方」「総合評価」は７割を超えています。 

 

 

 

（６）問 17で、特に高く評価した項目及び特に低く評価した項目があれば、その理由
をお答えください。【幼保：問 18） 

 

※詳細は、 

別紙「佐々町 子ども・子育て及び子どもの生活状況アンケート調査 結果報告書（自由記述）」に掲載 

  

47.6

57.9

46.7

52.4

47.6

42.4

47.3

47.3

47.8

45.7

41.0

44.8

14.7

10.1

16.3

18.2

18.2

16.0

19.8

20.4

22.3

17.4

17.9

25.5

32.3

24.5

30.4

23.1

27.2

31.8

24.7

24.2

22.6

29.1

28.8

22.8

2.7

5.4

4.3

4.1

5.2

7.1

6.0

5.4

5.2

5.4

9.0

4.1

1.4

1.4

1.4

1.4

1.1

1.9

1.4

1.9

1.4

1.4

2.4

1.6

1.4

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

1.1

0.8

1.1

①施設長・施設の方針

②保育時間

③保護者からの相談に対する対応

④施設の清潔さ

⑤施設の安全性

⑥遊具の量と施設

⑦教育（学び）の量と質

⑧行事の量と質

⑨保育士の子どもへの接し方

⑩保育者の数

⑪保護者への連絡

⑫総合評価

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度(n=368)

満足１ 2 普通３ 4 不満５ 無回答
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４．「こども誰でも通園制度（仮称）」について 

現在、保育園を定期的に利用していない方で、お子さんが０～２歳の方のみ 

（１）国が検討している「こども誰でも通園制度（仮称）」が創設された場合、仮に月
10時間まで定期的に利用可能だとしたら、利用したいと思いますか。 
【家庭：問 13】 

①利用希望 

○「曜日や時間を固定せず、月 10 時間の範囲で自由に利用したい」が 52.2％と最も高く、

次いで「毎週１回定期的に利用したい」「特に利用する必要はない」17.4％となっており、

７割は「利用したい」と回答しています。 

 

 

 

②利用したい時間帯 

○「午前・午後通して利用したい」が 47.8％と最も高く、次いで「午前に利用したい」

15.2％、「午後に利用したい」8.7％となっています。 

 

 

  

2.2

2.2

17.4 52.2 17.4 8.7
家庭保育 R6年度

(n=46)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月１回利用したい 月２回定期的に利用したい

毎週１回定期的に利用したい 曜日や時間を固定せず、月10時間の範囲で自由に利用したい

特に利用する必要はない 無回答

15.2 8.7 47.8 6.5 21.7
家庭保育 R6年度

(n=53)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

午前に利用したい 午後に利用したい 午前・午後通して利用したい その他 無回答
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５．平日の教育・保育について 

（１）お子さんが現在、幼稚園や保育所等を利用していない理由を教えてください。
【家庭：問 14】 

 

○「子どもが小さいうちは、自分でみたいため」が 50.9％と最も高く、次いで「利用した

いが、幼稚園・保育所等に空きがないため」20.8％、「その他」15.1％となっています。 

○前回調査との比較をみると、「子どもが小さいうちは、自分でみたいため」が 14.5ポイン

ト低くなっています。 

 

 

  

50.9

20.8

3.8

0.0

0.0

15.1

9.4

65.4

12.5

1.0

1.0

1.9

16.3

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもが小さいうちは、

自分でみたいため

利用したいが、幼稚園・保育所等

に空きがないため

利用したいが、経済的な理由

で利用できないため

利用したいが、延長・夜間等の

時間帯の条件が合わないため

利用したいと思う幼稚園

・保育所等がないため

その他

無回答

家庭保育 R6年度(n=53)

家庭保育 R1年度(n=104)
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（２）今後、お子さんの平日の教育・保育の事業として、定期的に利用したい事業はあ
りますか。（複数回答）【家庭：問 15】 

 

○「定期的に利用したい」が 90.6％となっており、９割を超えています。 

〇利用したい教育・保育事業としては、「認可保育所」が 54.2％と最も高く、次いで「幼稚

園」47.9％、「認定こども園」43.8％となっています。 

○前回調査との比較をみると、「幼稚園」「幼稚園の預かり保育」「小規模な保育施設」が高

く、「認定こども園」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

 

【利用の有無】 

 

 

【利用したい教育・保育事業】 

 

  

90.6

98.1

5.7

0.9

3.8

0.9

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定期的に利用したい 定期的に利用する必要はない 無回答

47.9

25.0

54.2

43.8

33.3

0.0

6.3

8.3

4.2

2.1

8.3

0.0

33.6

15.0

48.6

61.7

3.7

0.9

5.6

2.8

7.5

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

家庭保育 R6年度(n=48)

家庭保育 R1年度(n=105)
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（３）定期的な教育・保育事業をいつごろから利用したいですか。【家庭：問 16】 

 

○「０歳」が 47.9％と最も高く、次いで「２歳」22.9％、「１歳」14.6％となっています。 

 

 

 

（４）現在、定期的に利用している・していないに関わらず、お子さんの平日の教育・
保育事業として定期的に利用したいものをお答えください。（複数回答） 
【幼保：問 20】 

 

○「保育所」が 52.4％と最も高く、次いで「認定こども園」51.1％となっており、それ以

外の事業については利用希望が１割を切っています。 

 

  

47.9

14.6

22.9

6.3

2.1

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

無回答

家庭保育 R6年度(n=48)

51.1

52.4

8.2

6.5

4.9

3.8

5.7

4.6

9.8

1.4

2.7

43.1

54.6

15.6

9.7

2.2

1.5

5.6

3.0

5.2

0.0

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

認定こども園

保育所

幼稚園

幼稚園の預かり保育

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

定期的に利用する必要はない

幼稚園・保育園 R6年度(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度(n=269)
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（５）教育・保育事業を利用したい場所についてお答えください。【家庭：問 17、幼
保：問 21】 

 

○いずれも「佐々町」（家庭：87.5％、幼保：91.6％）が最も高くなっており、９割前後は

佐々町での利用を希望していると回答しています。 

 

 

 

 

 

（６）平日に定期的に教育・保育の事業を利用したい主な理由は何ですか。 
（複数回答）【家庭：問 18】 

 

○「子どもの教育や発達のため」が 72.9％と最も高く、次いで「保護者が就労予定または

求職中である」35.4％、「保護者が現在就労している」29.2％となっています。 

 

 

  

87.5

81.3

10.4

17.8

2.1

0.9

家庭保育 R6年度

(n=48)

家庭保育 R1年度

(n=107)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐々町 他の自治体 無回答

91.6

92.2

6.0

6.3

2.4

1.5

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐々町 他の市町 無回答

72.9

29.2

35.4

2.1

0.0

4.2

18.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子どもの教育や発達のため

保護者が現在就労している

保護者が就労予定または求職中である

保護者が家族・親族等を介護している

保護者に病気や障がいがある

その他

無回答

家庭保育 R6年度(n=48)
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６．土日・祝日の教育・保育について 

（１）土日・祝日に、定期的な教育・保育事業（幼稚園・保育所等含む）の利用希望は
ありますか。【家庭、幼保：問 22】 

①土曜日 

 

○土曜日の利用希望について、家庭保育では「利用する必要はない」62.3％、幼稚園・保

育園では「月に１〜２回は利用したい」37.2％が最も高くなっています。また、幼稚

園・保育園では「ほぼ毎週利用したい」も３割台となっています。 

〇前回調査との比較をみると、家庭保育及び幼稚園・保育園では「利用する必要はない」

が高く、家庭保育では「ほぼ毎週利用したい」が低くなっており、10 ポイント以上差が

生じています。 

〇土曜日の開始時刻について、家庭保育では「８時台」36.8％が最も高く、幼稚園・保育

園では「８時台」「９時台」が３割を超えており、終了時刻ではいずれも「17 時」が最も

高くなっています。 

 

 

 

【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

   

  

62.3

51.4

31.5

19.3

9.4

19.6

31.0

39.8

26.4

28.0

37.2

37.5

1.9

0.9

0.3

3.3

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1〜2回は利用したい 無回答

5.3

36.8

26.3

21.1

0.0

0.0

5.3

19.1

37.1

39.4

0.4

0.0

0.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時より前

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

家庭保育 R6年度(n=19)

幼稚園・保育園 R6年度(n=251)

0.0

5.3

10.5

0.0

10.5

15.8

31.6

21.1

5.3

1.6

2.0

1.6

1.6

6.4

15.9

39.8

27.1

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

12時より前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

家庭保育 R6年度(n=19)

幼稚園・保育園 R6年度(n=251)
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②日曜・祝日 

 

○日曜・祝日の利用希望について、いずれも「利用する必要はない」（家庭：79.2％、幼

保：75.5％）が最も高く、次いで「月に１～２回は利用したい」（家庭：20.8％、幼保：

18.8％）となっています。 

〇日曜・祝日の開始時刻について、家庭保育では「８時台」、幼稚園・保育園では「９時台」

が４割を超えており、終了時刻ではいずれも「17時台」が最も高くなっています。 

 

 

 

【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

   

  

79.2

76.6

75.5

67.7

1.4

2.2

20.8

20.6

18.8

22.7

2.8

4.3

7.4

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1〜2回は利用したい 無回答

0.0

45.5

27.3

18.2

0.0

9.1

0.0

28.4

25.7

45.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時より前

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

家庭保育 R6年度(n=11)

幼稚園・保育園 R6年度(n=74)

0.0

9.1

9.1

0.0

0.0

18.2

36.4

27.3

0.0

2.7

2.7

2.7

0.0

6.8

16.2

37.8

31.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

12時より前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

家庭保育 R6年度(n=11)

幼稚園・保育園 R6年度(n=74)
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問 22で「２．」「３．」を回答した方のみ 

（２）土日・祝日に幼稚園・保育所等を利用したい理由は何ですか。（複数回答） 
【家庭、幼保：問 23】 

 

○いずれも「（月に数回）仕事が入るため」（家庭：66.7％、幼保：74.7％）が最も高く、

次いで「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」（家庭：42.9％、幼保：

32.0％）、「息抜きのため」（家庭：38.1％、幼保：22.1％）となっています。 

○前回調査との比較をみると、家庭保育では「（月に数回）仕事が入るため」が低く、「息

抜きのため」が高くなっており、10ポイント以上差が生じています。 
 

 

  

66.7

42.9

4.8

38.1

9.5

78.8

44.2

1.9

19.2

7.7

74.7

32.0

2.0

22.1

3.6

79.5

39.0

3.5

22.0

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

（月に数回）仕事が入るため

平日に済ませられない用事

をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

家庭保育 R6年度(n=21)

家庭保育 R1年度(n=52)

幼稚園・保育園 R6年度(n=253)

幼稚園・保育園 R1年度(n=200)
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７．病気の際の対応について 

（１）この１年間にお子さんが病気やケガで幼稚園や保育所、学校等を利用できなかっ
たことはありましたか。【幼保：問 24、小学生：問 19】 

 

○いずれも「あった」（幼保：85.6％、小学生：78.9％）、「なかった」（幼保：13.6％、小

学生：20.0％）となっています。 

○前回調査との比較をみると、小学生では「あった」が高く、「なかった」が低くなってお

り、15ポイント以上差が生じています。 
 

 

  

85.6

87.0

78.9

63.1

13.6

12.6

20.0

36.9

0.8

0.4

1.1

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

小学生 R6年度

(n=370)

小学生 R1年度

(n=141)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答
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問 24で「１．あった」と回答した方のみ 

（２）普段利用している幼稚園・保育所、学校等が利用できなかった場合に、この１年
間に行った対処方法をお答えください。【幼保：問 25、小学生：問 20】 

 

○いずれも「母親が休んだ」（幼保：88.6％、小学生：79.1％）が最も高く、次いで「父親

が休んだ」（幼保：39.7％、小学生：22.6％）、「(同居者を含む)親族・知人に子どもをみ

てもらった」（幼保：38.1％、小学生：19.5％）となっています。 

○前回調査との比較をみると、幼稚園・保育園及び小学生では「父親が休んだ」が 10 ポイ

ント以上高くなっています。また、小学生では「母親が休んだ」が高く、「(同居者を含

む)親族・知人に子どもをみてもらった」が低くなっており、15 ポイント以上差が生じて

います。 

〇１年間の対処日数をみると、いずれも「１～５日」が最も高くなっています。 

 

【１年間の対処方法】 

 

  

39.7

88.6

38.1

8.9

4.1

0.0

0.0

0.6

0.3

26.1

86.3

44.0

11.1

7.7

0.4

1.7

2.1

14.5

22.6

79.1

19.5

15.4

1.0

6.2

2.1

1.4

11.2

62.9

36.0

12.4

0.0

11.2

2.2

0.0

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

(同居者を含む)親族・知人

に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労して

いない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた

その他

無回答

幼稚園・保育園 R6年度(n=315)

幼稚園・保育園 R1年度(n=234)

小学生 R6年度(n=292)

小学生 R1年度(n=89)



 

46 

【１年間の対処日数：幼稚園・保育園】 

 

 

【１年間の対処日数：小学生】 

 

  

72.8

34.8

58.3

42.9

69.2

0.0

0.0

50.0

18.4

27.6

22.5

32.1

30.8

50.0

1.6

7.5

3.3

0.8

11.1

4.2

0.7

3.6

8.2

14.3

6.4

10.0

11.7

7.1

父親が休んだ(n=125)

母親が休んだ(n=279)

(同居者を含む)親族・知人

に子どもをみてもらった(n=120)

父親又は母親のうち就労して

いない方が子どもをみた(n=28)

病児・病後児の保育を利用した(n=13)

ベビーシッターを利用した(n=0)

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた(n=0)

その他(n=2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

1～5日 6～10日 11～15日 16～20日 21～25日 26日以上 無回答

86.4

65.8

84.2

53.3

100.0

83.3

83.3

9.1

21.6

12.3

24.4

1.5

3.9

6.7

3.5

2.2

0.9

2.2

16.7

3.0

4.3

3.5

11.1

16.7

父親が休んだ(n=66)

母親が休んだ(n=231)

(同居者を含む)親族・知人

に子どもをみてもらった(n=57)

父親又は母親のうち就労して

いない方が子どもをみた(n=45)

病児・病後児の保育を利用した(n=3)

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた(n=18)

その他(n=6)

0% 20% 40% 60% 80% 100%小学生 R6年度

1～5日 6～10日 11～15日 16～20日 21～25日 26日以上 無回答
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問 25で「１．」「２．」を回答した方のみ 

（３）お子さんが病気の際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用した
い」と思われましたか。【幼保：問 26、小学生：問 21】 

 

○「利用したい（したかった）」（幼保：35.9％、小学生：33.3％）、「利用したいとは思わ

ない」（幼保：62.7％、小学生：56.5％）となっており、病児・病後児のための保育施設

等の利用希望はいずれも３割台となっています。 

 

 

  

35.9

33.3

62.7

56.5

1.4

10.1

幼稚園・保育園 R6年度

(n=287)

小学生 R6年度

(n=237)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい（したかった） 利用したいとは思わない 無回答
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問 26で「１．利用したい（したかった）」を回答した方のみ 

（４）それは、どのような施設・事業ですか。（複数回答） 
【幼保：問 26-1、小学生：問 21－1】 

 

○いずれも「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」（幼保：73.8％、小学生：

72.2％）が最も高く、次いで「他の施設（幼稚園・保育所等）に併設した施設で子ども

を保育する事業」（幼保：56.3％、小学生：38.0％）、「地域住民等が子育て家庭等の身近

な場所で保育する事業」（幼保：18.4％、小学生：25.3％）となっています。 

〇利用したい年間日数については、いずれも「１～５日」「６～10 日」が２割を超えていま

す。 

 

【希望する施設・事業の形態】 

 

 

【病児・病後児保育施設等を利用したい年間日数】 

 

  

56.3

73.8

18.4

1.0

38.0

72.2

25.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

他の施設（幼稚園・保育所等）に併設

した施設で子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で

子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の

身近な場所で保育する事業

その他

幼稚園・保育園 R6年度(n=103)

小学生 R6年度(n=79)

26.2

23.3

1.0

5.8

0.0

2.9

40.8

36.7

22.8

2.5

0.0

0.0

0

38.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26日以上

無回答

幼稚園・保育園 R6年度(n=103)

小学生 R6年度(n=79)
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問 26で「２．利用したいとは思わない」を回答した方のみ 

（５）利用したいと思わない理由は何ですか。（複数回答） 
【幼保：問 26-2、小学生：問 21－2】 

 

○幼稚園・保育園では「親が仕事を休んで対応する」が 58.3％と最も高く、次いで「病

児・病後児を他人に看てもらうのは不安」46.1％、「利用料がかかる・高い」34.4％とな

っています。 

〇小学生では「親が仕事を休んで対応する」が 57.5％と最も高く、次いで「利用料がかか

る」17.9％、「他人に看てもらうのは不安」14.9％となっています。 

 

【利用したいと思わない理由：幼稚園・保育園】 

 

 

【利用したいと思わない理由：小学生】 

 

  

46.1

2.8

5.0

34.4

8.9

58.3

15.0

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

病児・病後児を他人に

看てもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答
幼稚園・保育園 R6年度(n=180)

14.9 57.5 17.9 9.7
小学生 R6年度

(n=134)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他人に看てもらうのは不安 親が仕事を休んで対応する 利用料がかかる その他
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８．一時預かりについて 

（１）私用、親の通院、就労等の目的で一時的に利用している事業はありますか。おお
よその日数もお答えください。【家庭：問 24、幼保：問 27】 

 

○いずれも「利用していない」（家庭：83.0％、幼保：87.8％）が最も高く、８割を超えて

おり、各事業の利用率は１割を切っています。 
 

【１年間の対処方法】 

 

【１年間の対処日数：家庭保育】 

 

【１年間の対処日数：幼稚園・保育園】 

  

9.4

1.9

0.0

1.9

83.0

3.8

14.0

1.9

0.0

1.9

82.2

0.0

6.3

4.1

0.0

1.6

87.8

0.5

7.1

10.4

3.0

1.9

87.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一時預かり

通常の時間を超えた

幼稚園の預かり保育

ベビーシッター

その他

利用している事業はない

無回答

家庭保育 R6年度(n=53)

家庭保育 R1年度(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度(n=269)

20.0

0.0

100.0

20.0 40.0

100.0

20.0一時預かり(n=5)

通常の時間を超えた

幼稚園の預かり保育(n=1)

ベビーシッター(n=0)

その他(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%家庭保育 R6年度

1～5日 6～10日 11～15日 16～20日 21～25日 26日以上 無回答

30.4

60.0

0.0

33.3

26.1

6.7

16.7

6.7

8.7 4.3 8.7

20.0

16.7

21.7

6.7

33.3

一時預かり(n=23)

通常の時間を超えた

幼稚園の預かり保育(n=15)

ベビーシッター(n=0)

その他(n=6)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

1～5日 6～10日 11～15日 16～20日 21～25日 26日以上 無回答
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（２）私用や冠婚葬祭、病気、就労などの目的で、一時預かり事業を利用したいと思い
ますか。おおよその日数もお答えください。【家庭：問 25、幼保：問 28】 

 

○家庭保育では「私用、リフレッシュ目的で利用したい」50.9％が最も高くなっています。

また、幼稚園・保育園では「利用したいと思わない」が 49.5％と最も高くなっています

が、約４割は「私用、リフレッシュ目的で利用したい」の利用希望があると回答してい

ます。 

○前回調査との比較をみると、家庭保育及び幼稚園・保育園では「私用、リフレッシュ目

的で利用したい」、加えて、幼稚園・保育園では「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通

院等で利用したい」が 10ポイント以上高くなっています。 
 

【１年間の対処方法】 

 

【１年間の対処日数：家庭保育】 

 

【１年間の対処日数：幼稚園・保育園】 

  

50.9

28.3

9.4

1.9

37.7

1.9

37.4

30.8

5.6

1.9

45.8

1.9

39.1

25.3

6.8

0.3

49.5

2.7

21.6

9.7

4.5

1.9

58.7

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

私用、リフレッシュ

目的で利用したい

冠婚葬祭、学校行事、子ども

や親の通院等で利用したい

不定期の就労

その他

利用したいとは思わない

無回答

家庭保育 R6年度(n=53)

家庭保育 R1年度(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度(n=269)

14.8

60.0

20.0

25.9

13.3

20.0

25.9

13.3

20.0

3.7

6.7

7.4 22.2

6.7

40.0

100.0

私用、リフレッシュ

目的で利用したい(n=27)

冠婚葬祭、学校行事、子ども

や親の通院等で利用したい(n=15)

不定期の就労(n=5)

その他(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%家庭保育 R6年度

1～5日 6～10日 11～15日 16～20日 21～25日 26日以上 無回答

41.0

50.5

32.0

25.0

26.9

36.0

12.5

5.4

8.0

3.5

1.1

8.0

2.1

4.2

100.0

11.8

16.1

16.0

私用、リフレッシュ

目的で利用したい(n=144)

冠婚葬祭、学校行事、子ども

や親の通院等で利用したい(n=93)

不定期の就労(n=25)

その他(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

1～5日 6～10日 11～15日 16～20日 21～25日 26日以上 無回答
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○配偶関係でみると、幼稚園・保育園では「配偶者がいない」は「配偶者はいる」と比べ

て「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等で利用したい」が 14.8 ポイント低くなっ

ています。（家庭保育：サンプル数が少ないため参考程度。以下同様） 

○経済状況でみると、家庭保育では「経済的に困っている」は「経済的に困っていない」

と比べて「利用したいと思わない」が高く、「私用、リフレッシュ目的で利用したい」が

低くなっており、15ポイント以上差が生じています。 

 

【１年間の対処方法×配偶関係】 

 

 

【１年間の対処方法×経済状況】 

 

 

  

50.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

52.0

30.0

10.0

2.0

36.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

私用、リフレッシュ目的

で利用したい

冠婚葬祭、学校行事、子ども

や親の通院等で利用したい

不定期の就労

その他

利用したいとは思わない

無回答

家庭保育 R6年度

配偶者がいない(n=2)

配偶者はいる(n=50)

41.2

11.8

8.8

0.0

50.0

0.0

39.0

26.6

6.6

0.3

49.5

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

私用、リフレッシュ目的

で利用したい

冠婚葬祭、学校行事、子ども

や親の通院等で利用したい

不定期の就労

その他

利用したいとは思わない

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

配偶者がいない(n=34)

配偶者はいる(n=331)

57.1

28.6

8.6

0.0

31.4

2.9

38.9

27.8

11.1

5.6

50.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

私用、リフレッシュ目的

で利用したい

冠婚葬祭、学校行事、子ども

や親の通院等で利用したい

不定期の就労

その他

利用したいとは思わない

無回答

家庭保育 R6年度

経済的に困っていない(n=35)

経済的に困っている(n=18)

6.5

4.0

0.0

2.0

86.7

0.8

6.0

3.4

0.0

0.9

90.6

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

私用、リフレッシュ目的

で利用したい

冠婚葬祭、学校行事、子ども

や親の通院等で利用したい

不定期の就労

その他

利用したいとは思わない

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

経済的に困っていない(n=248)

経済的に困っている(n=117)
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（３）保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不
安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要がある
と思いますか。【家庭：問 26、幼保：問 29】 

 

○保護者の用事等で家族以外に預ける必要性については、「あった」（家庭：17.0％、幼

保：8.7％）、「利用する必要はない」（家庭：81.1％、幼保：89.9％）となっており、「利

用する必要はない」が「あった」を大きく上回っています。 

〇利用目的等については、サンプル数が少ないため参考程度。 

 

【利用希望の有無】 

 

 

【利用目的】 

 

  

17.0

8.7

81.1

89.9

1.9

1.4

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった 利用する必要はない 無回答

44.4

66.7

77.8

0.0

0.0

25.0

50.0

59.4

15.6

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

①冠婚葬祭

②保護者や家族の育児疲れ・不安

③保護者や家族の病気

④その他

無回答

家庭保育 R6年度(n=9)

幼稚園・保育園 R6年度(n=32)
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【年間の利用希望日数：家庭保育】 

 

 

【年間の利用希望日数：幼稚園・保育園】 

 

  

11.1

50.0

0.0

50.0

16.7

28.6

50.0

11.1 66.7

33.3

57.1

11.1

14.3

合計(n=9)

①冠婚葬祭(n=4)

②保護者や家族の育児疲れ

・不安(n=6)

③保護者や家族の病気

(n=7)

④その他(n=0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%家庭保育 R6年度

1泊 2泊 3泊 4泊 5泊以上 無回答

12.5

62.5

25.0

21.1

15.6

25.0

12.5

5.3

60.0

12.5

12.5

25.0

31.6

3.1

5.3

20.0

50.0

37.5

31.6

6.3

5.3

20.0

合計(n=32)

①冠婚葬祭(n=8)

②保護者や家族の育児疲れ

・不安(n=16)

③保護者や家族の病気

(n=19)

④その他(n=5)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

1泊 2泊 3泊 4泊 5泊以上 無回答
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（４）夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の幼稚園・認定こども園の利用を希望し
ますか。【幼保：問 30】 

 

○長期休暇期間中の幼稚園等の利用希望については、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」

が 38.9％と最も高く、次いで「利用する必要はない」34.8％、「休みの期間中、週に数日

利用したい」21.7％となっています。 

〇利用希望の時間帯について、開始時刻では「８時台」が 40.4％が最も高く、終了時刻で

は「17時台」「18時以降」が３割を超えています。 

 

 

 

【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

   

  

34.8 38.9 21.7 4.6
幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 休みの期間中、週に数日利用したい 無回答

24.2

40.4

29.6

0.9

0.0

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時より前

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

幼稚園・保育園 R6年度(n=223)

1.3

0.4

3.1

1.8

3.6

13.0

36.3

35.9

4.5

0% 10% 20% 30% 40%

12時より前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

幼稚園・保育園 R6年度(n=223)
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問 30で「２．」「３．」を回答した方のみ 

（５）夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の幼稚園・認定こども園の利用を希望す
る理由は何ですか。（複数回答）【幼保：問 31】 

 

○長期休暇期間中の幼稚園等利用希望の理由については、「仕事が入る」が 87.9％と最も高

く、次いで「家事等の用事をまとめて済ませる」24.2％、「息抜きのため」19.3％となっ

ています。 

 

 

  

87.9

24.2

3.6

19.3

3.6

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事が入る

家事等の用事をまとめて済ませる

親族の介護や手伝いが必要

息抜きのため

その他

無回答

幼稚園・保育園 R6年度(n=223)
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９．町の子育て支援サービスの利用状況について 

（１）地域子育て支援拠点事業「ぷくぷくクラブ」をどの程度利用されていますか。
【家庭：問 27、幼保：問 32】 

 

○「ぷくぷくクラブ」の利用状況については、いずれも「知っていたが、これまで利用し

たことがない」（家庭：41.5％、幼保：58.7％）が最も高く、次いで「利用したことはあ

るが、現在は利用していない」（家庭：32.1％、幼保：31.0％）となっており、３～４割

が「ぷくぷくクラブ」を利用中及び利用経験者であると回答しています。 

○前回調査との比較をみると、家庭保育では「利用したことはあるが、現在は利用してい

ない」が高く、「知っていたが、これまで利用したことがない」が低くなっており、10 ポ

イント以上差が生じています。 

 

 

 

【月当たり利用回数】 

 

  

15.1

16.8

1.9

0.4

32.1

19.6

31.0

24.2

41.5

52.3

58.7

62.1

11.3

10.3

7.1

13.0

0.9

1.4

0.4

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

知っていたが、これまで利用したことがない 知らなかった

無回答

25.0

0.0

37.5

12.5

25.0

0.0

28.6

0.0

28.6

14.3

28.6

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

1回

2回

3回

4回

5回以上

無回答

家庭保育 R6年度(n=8)

幼稚園・保育園 R6年度(n=7)
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○配偶関係でみると、幼稚園・保育園では「配偶者はいる」は「配偶者がいない」と比べ

て「利用したことはあるが、現在は利用していない」が高く、「知っていたが、これまで

利用したことがない」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

○経済状況でみると、「経済的に困っている」は「経済的に困っていない」と比べて「利用

したことはあるが、現在は利用していない」の割合が、家庭保育では高く、幼稚園・保

育園では低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

 

【「ぷくぷくクラブ」利用有無×配偶関係】 

 

 

【「ぷくぷくクラブ」利用有無×経済状況】 

 

  

16.0

2.1

34.0

17.6

32.0

100.0

40.0

70.6

57.7

10.0

11.8

6.6 1.5

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

知っていたが、これまで利用したことがない 知らなかった

無回答

家
庭
保
育

幼
稚
園
・

保
育
園

14.3

16.7

2.0

1.7

28.6

38.9

34.3

23.9

42.9

38.9

55.6

65.0

14.3

5.6

6.5

8.5

1.6

0.9

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

知っていたが、これまで利用したことがない 知らなかった

無回答

家
庭
保
育

幼
稚
園
・

保
育
園
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（２）今後「ぷくぷくクラブ」の利用を増やしたいですか。 
【家庭：問 28、幼保：問 33】 

 

○いずれも「新たに利用するつもりはない」（家庭：37.7％、幼保：86.4％）が最も高くな

っています。また、幼稚園・保育園では８割以上が利用するつもりはないと回答してい

ますが、家庭保育では３割が「増やしたい」と回答しており、家庭保育での利用希望意

向が高くなっています。 

○前回調査との比較をみると、家庭保育では「増やしたい」「これまで通りの頻度で利用す

る」が高く、「新たに利用するつもりはない」が低くなっており、10 ポイント以上差が生

じています。 

〇今後利用を増やしたい月当たり回数について、家庭保育では「５回以上」55.6％、幼稚

園・保育園では「４回」30.0％が最も高くなっています。 

 

 

 

【今後利用を増やしたい月当たり回数】 

 

  

34.0

11.2

5.4

2.6

26.4

14.0

5.7

4.5

37.7

70.1

86.4

88.1

1.9

4.7

2.4

4.8

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増やしたい これまで通りの頻度で利用する 新たに利用するつもりはない 無回答

11.1

5.6

11.1

11.1

55.6

5.6

15.0

20.0

0.0

30.0

25.0

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1回

2回

3回

4回

5回以上

無回答

家庭保育 R6年度(n=18)

幼稚園・保育園 R6年度(n=20)



 

60 

（３）一時預かり事業「ありす」をどの程度利用されていますか。 
【家庭：問 29、幼保：問 34】 

 

○「ありす」の利用状況については、いずれも「知っていたが、これまで利用したことが

ない」（家庭：62.3％、幼保：69.0％）が最も高く、次いで「知らなかった」（家庭：

28.3％、幼保：16.0％）となっており、「ありす」を利用中及び利用経験者は１割前後と

なっています。 

 

 

 

【月当たり利用回数】 

 

  

1.9

3.7

0.3

7.5

6.5

12.5

8.6

62.3

70.1

69.0

66.9

28.3

19.6

16.0

23.4

2.2

1.1

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

知っていたが、これまで利用したことがない 知らなかった

無回答

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

1回

2回

3回

4回

5回以上

無回答

家庭保育 R6年度(n=1)

幼稚園・保育園 R6年度(n=1)
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（４）今後「ありす」の利用を増やしたいですか。【家庭：問 30、幼保：問 35】 

 

○いずれも「新たに利用するつもりはない」（家庭：66.0％、幼保：89.1％）が最も高くな

っています。また、幼稚園・保育園では約９割が利用するつもりはないと回答していま

すが、家庭保育では約２割が「増やしたい」と回答しており、家庭保育での利用希望意

向が高くなっています。 

〇今後利用を増やしたい月当たり回数について、家庭保育では「１回」「４回」30.0％、幼

稚園・保育園では「１回」40.0％が最も高くなっています。 

 

 

 

【今後利用を増やしたい月当たり回数】 

 

  

18.9

11.2

4.1

1.9

11.3

14.0

3.5

3.7

66.0

70.1

89.1

89.2

3.8

4.7

3.3

5.2

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増やしたい これまで通りの頻度で利用する 新たに利用するつもりはない 無回答

30.0

0.0

20.0

30.0

10.0

10.0

40.0

13.3

0.0

26.7

0.0

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1回

2回

3回

4回

5回以上

無回答

家庭保育 R6年度(n=10)

幼稚園・保育園 R6年度(n=15)



 

62 

10．小学校就学後の放課後の過ごし方について 

（お子さんが５歳以上の方のみ） 

（１）お子さんが小学校低学年、高学年になったときに、放課後（平日の小学校終了
後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 
【家庭：問 31、幼保：問 36】※家庭保育：5歳以上対象者なし 

 

○放課後過ごさせたい場所について尋ねたところ、小学校低学年（１～３年生）の間は

「放課後児童クラブ（学童保育）」63.5％、小学校高学年（４～６年生）の間は「自宅」

56.9％が最も高くなっています。 

○配偶関係でみると、「配偶者がいない」は「配偶者はいる」と比べて、低学年では「放課

後児童クラブ（学童保育）」が高く、「自宅」が低く、高学年では「自宅」「祖父母宅や友

人・知人宅」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

○経済状況でみると、「経済的に困っている」は「経済的に困っていない」と比べて、低学

年及び高学年ともに「自宅」「習い事(ピアノ教室、サッカークラブなど)」が低く、低学

年では「放課後児童クラブ（学童保育）」が高くなっており、10 ポイント以上差が生じて

います。 

 

 

 

  

34.3

15.3

19.7

2.9

63.5

2.9

4.4

56.9

15.3

27.7

8.8

27.0

5.1

16.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

(ピアノ教室、サッカークラブなど)

学習塾

放課後児童クラブ

（学童保育）

その他

(公民館、公園など)

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

低学年(n=137)

高学年(n=137)
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【週当たりの日数：低学年】 

 

 

【週当たりの日数：高学年】 

 

  

6.4

38.1

22.2

50.0

1.1

25.0

6.4

28.6

48.1

50.0

2.3

50.0

17.0

4.8

14.8

5.7

6.4

3.7

2.3

48.9

19.0

3.7

73.6

25.0

6.4

10.3

8.5

9.5

7.4

4.6

自宅(n=47)

祖父母宅や友人・知人宅(n=21)

習い事

(ピアノ教室、サッカークラブなど)

(n=27)

学習塾(n=4)

放課後児童クラブ

（学童保育）(n=87)

その他

(公民館、公園など)(n=4)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

1～5日 6～10日 11～15日 16～20日 21～25日 26日以上 無回答

2.6

38.1

23.7

41.7

2.7

28.6

10.3

19.0

42.1

50.0

8.1

14.3

16.7

9.5

18.4

8.3

8.1

42.9

6.4

4.8

2.6

46.2

19.0

7.9

70.3

14.3

6.4

2.7

11.5

9.5

5.3

8.1

自宅(n=78)

祖父母宅や友人・知人宅(n=21)

習い事

(ピアノ教室、サッカークラブなど)

(n=38)

学習塾(n=12)

放課後児童クラブ

（学童保育）(n=37)

その他

(公民館、公園など)(n=7)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

1～5日 6～10日 11～15日 16～20日 21～25日 26日以上 無回答
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【放課後の時間を過ごさせたい場所×配偶関係】 

 

 

【放課後の時間を過ごさせたい場所×経済状況】 

 

  

22.2

16.7

16.7

0.0

77.8

0.0

5.6

36.1

15.1

20.2

3.4

61.3

3.4

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

(ピアノ教室、サッカークラブなど)

学習塾

放課後児童クラブ

（学童保育）

その他

(公民館、公園など)

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

【低学年】

配偶者がいない(n=18)

配偶者はいる(n=119)

33.3

5.6

27.8

11.1

22.2

0.0

38.9

60.5

16.8

27.7

8.4

27.7

5.9

12.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

(ピアノ教室、サッカークラブなど)

学習塾

放課後児童クラブ

（学童保育）

その他

(公民館、公園など)

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

【高学年】

配偶者がいない(n=18)

配偶者はいる(n=119)

42.4

16.2

25.3

4.0

57.6

4.0

4.0

13.5

10.8

5.4

0.0

78.4

0.0

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

(ピアノ教室、サッカークラブなど)

学習塾

放課後児童クラブ

（学童保育）

その他

(公民館、公園など)

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

【低学年】

経済的に困っていない(n=99)

経済的に困っている(n=37)

60.6

17.2

33.3

11.1

25.3

5.1

15.2

48.6

8.1

13.5

2.7

29.7

5.4

18.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

(ピアノ教室、サッカークラブなど)

学習塾

放課後児童クラブ

（学童保育）

その他

(公民館、公園など)

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

【高学年】

経済的に困っていない(n=99)

経済的に困っている(n=37)
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◆放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望終了時刻 

 

○放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望終了時間については、いずれも「18 時以降」

が最も高く５割を超えており、「17時台」が２割台となっています。 

 

 

 

  

5.7

3.4

28.7

56.3

5.7

8.1

2.7

24.3

56.8

8.1

0% 20% 40% 60%

16時より前

16時台

17時台

18時以降

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

低学年(n=87) 高学年(n=37)
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（２）小学校低学年、高学年になったときに、土日・祝日及び夏休み・冬休みにおける
放課後児童クラブ（学童保育）の利用についてお答えください。 
【家庭：問 32、幼保：問 37】 

①土曜日 

 

○土曜日の利用希望について、いずれも「利用する必要はない」（低学年：52.6％、高学

年：70.1％）が「利用したい」（低学年：41.6％、高学年：14.6％）を上回っていますが、

低学年では４割が「利用したい」と回答しています。 

〇土曜日の利用希望時刻について、いずれも開始時刻では「８時台」、終了時刻では「18 時

以降」が最も高くなっています。 

 

 

 

【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

   

  

41.6

14.6

52.6

70.1

5.8

15.3

低学年(n=137)

高学年(n=137)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

利用したい 利用する必要はない 無回答

28.1

49.1

17.5

1.8

0.0

3.5

20.0

55.0

10.0

5.0

0.0

10.0

0% 20% 40% 60%

8時より前

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

低学年(n=57) 高学年(n=20)

1.8

1.8

0.0

12.3

26.3

54.4

3.5

0.0

0.0

0.0

15.0

30.0

45.0

10.0

0% 20% 40% 60%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

低学年(n=57) 高学年(n=20)
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②日曜・祝日 

 

○日曜・祝日の利用希望について、いずれも「利用する必要はない」（低学年：81.8％、高

学年：81.0％）が８割を超えています。 

〇日曜・祝日の利用希望時刻については、サンプル数が少ないため参考程度。 

 

 

 

【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

   

  

12.4

2.9

81.8

81.0

5.8

16.1

低学年(n=137)

高学年(n=137)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

利用したい 利用する必要はない 無回答

47.1

29.4

23.5

0.0

0.0

0.0

25.0

25.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60%

8時より前

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

低学年(n=17) 高学年(n=4)

11.8

0.0

5.9

5.9

35.3

41.2

0.0

25.0

0.0

0.0

0.0

25.0

50.0

0.0

0% 20% 40% 60%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

低学年(n=17) 高学年(n=4)
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③夏休み・冬休み 

 

○夏休み・冬休みの長期休暇期間中の利用希望について、低学年では「利用したい」

70.8％、高学年では「利用する必要はない」52.6％が最も高くなっており、低学年では

７割が長期休暇中の利用を希望しています。 

〇夏休み・冬休みの利用希望時刻について、開始時刻では「８時台」、終了時刻では「18 時

以降」が最も高く、４割を超えています。 

 

 

 

【利用したい時間帯（開始時刻）】    【利用したい時間帯（終了時刻）】 

   

  

70.8

31.4

24.8

52.6

4.4

16.1

低学年(n=137)

高学年(n=137)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

利用したい 利用する必要はない 無回答

32.0

46.4

16.5

1.0

0.0

4.1

30.2

46.5

14.0

2.3

0.0

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時より前

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

低学年(n=97) 高学年(n=43)

1.0

1.0

4.1

4.1

33.0

51.5

4.1

2.3

2.3

2.3

4.7

32.6

46.5

9.3

0% 20% 40% 60%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

低学年(n=97) 高学年(n=43)
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（お子さんが小学１～３年生の方のみ） 

（３）放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。
【小学生：問 13】 

 

○小学校低学年の放課後の過ごし場所については、「放課後児童クラブ（学童保育）」が

49.7％と最も高く、次いで「自宅に家族といる」48.1％、「習い事(クラブ活動、音楽教

室など)」27.3％となっています。 

○前回調査との比較をみると、「放課後児童クラブ（学童保育）」が高く、「習い事(クラブ

活動、音楽教室など)」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 
 

  

【週当たりの現在の利用日数】 

  

9.5

48.1

8.4

49.7

27.3

3.0

5.1

0.8

4.9

0.8

18.4

56.0

12.8

22.7

40.4

11.3

2.1

1.4

3.5

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅に一人でいる

自宅に家族といる

祖父母・親族宅

放課後児童クラブ（学童保育）

習い事(クラブ活動、音楽教室など)

学習塾(英語教室も含む)

公園・広場

図書館

その他

無回答

小学生 R6年度(n=370)

小学生 R1年度(n=141)

20.0

12.4

22.6

1.6

26.7

18.2

21.1

66.7

11.1

20.0

9.6

9.7

4.3

29.7

54.5

47.4

22.2

5.7

6.2

9.7

6.5

21.8

27.3

5.3

33.3

11.1

5.7

2.2

6.5

8.7

9.9

10.5

22.2

40.0

59.0

41.9

66.3

6.9

10.5

22.2

2.9

1.7

10.9

1.0

5.6

5.7

2.2

9.7

1.1

4.0

5.3

5.6

自宅に一人でいる(n=35)

自宅に家族といる(n=178)

祖父母・親族宅(n=31)

放課後児童クラブ

（学童保育）(n=184)

習い事

(クラブ活動、音楽教室など)

(n=101)

学習塾

(英語教室も含む)(n=11)

公園・広場(n=19)

図書館(n=3)

その他(n=18)

0% 20% 40% 60% 80% 100%小学生 R6年度

1日 2日 3日 4日 5日 6日 無回答
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○配偶関係でみると、「配偶者がいない」は「配偶者はいる」と比べて「放課後児童クラブ

（学童保育）」が高く、「自宅に家族といる」「習い事(クラブ活動、音楽教室など)」が低

くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

○経済状況でみると、「経済的に困っている」は「経済的に困っていない」と比べて「放課

後児童クラブ（学童保育）」が高く、「自宅に家族といる」が低くなっており、10 ポイン

ト以上差が生じています。 

 

【放課後の時間を過ごす場所×配偶関係】 

 

 

【放課後の時間を過ごす場所×経済状況】 

 

  

12.7

32.7

5.5

58.2

16.4

0.0

7.3

1.8

9.1

3.6

9.1

51.1

9.1

48.2

29.4

3.6

4.9

0.6

4.2

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅に一人でいる

自宅に家族といる

祖父母・親族宅

放課後児童クラブ（学童保育）

習い事

(クラブ活動、音楽教室など)

学習塾(英語教室も含む)

公園・広場

図書館

その他

無回答

小学生 R6年度

配偶者がいない(n=55)

配偶者はいる(n=309)

8.3

52.9

10.3

45.9

29.3

2.1

3.7

0.8

4.5

0.4

12.6

38.7

4.2

57.1

22.7

4.2

8.4

0.8

5.9

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅に一人でいる

自宅に家族といる

祖父母・親族宅

放課後児童クラブ（学童保育）

習い事

(クラブ活動、音楽教室など)

学習塾(英語教室も含む)

公園・広場

図書館

その他

無回答

小学生 R6年度

経済的に困っていない(n=242)

経済的に困っている(n=119)
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（お子さんが小学１～３年生の方のみ） 

（４）子どもが放課後を過ごす場所として、重視していることは何ですか。 
（複数回答）【小学生：問 14】 

 

○放課後過ごす場所として重視していることについては、「子どもが安全・安心に過ごせる

こと」が 97.8％と最も高く、次いで「希望する時間に利用できること」53.5％、「充実し

た施設・設備があること」31.6％となっています。 

○前回調査との比較をみると、「希望する時間に利用できること」「子どもの遊び支援など

日常活動が充実していること」が 10ポイント以上高くなっています。 
 

 

  

97.8

31.6

53.5

28.9

25.9

2.7

1.6

1.1

7.0

0.8

95.0

27.0

40.4

27.0

14.2

2.8

2.1

0.7

5.0

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

子どもが安全・安心に過ごせること

充実した施設・設備があること

希望する時間に利用できること

スタッフ(職員等)が充実していること

子どもの遊び支援など日常

活動が充実していること

多世代（乳幼児から大人まで）に

よる交流活動が充実していること

イベントや地域交流活動

が充実していること

運営に関する子どもの

参画がなされること

障がい児等、配慮を要する子ど

もへの配慮がされていること

無回答

小学生 R6年度(n=370)

小学生 R1年度(n=141)
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（お子さんが小学１～３年生の方のみ） 

（５）放課後児童クラブ（学童保育）の利用実績と今後の利用希望についてお答えくだ
さい。【小学生：問 15】 

 

○放課後児童クラブ（学童保育）の利用実績について、「土曜日」「日曜・祝日」は「利用

実績なし」が最も高く、特に「日曜・祝日」では８割を超えています。また、「平日」及

び「夏休み・冬休み」では約５割が「現在利用している」と回答しています。 

○前回調査との比較をみると、「平日」「土曜日」「夏休み・冬休み」では「現在利用してい

る」が高く、「平日」「夏休み・冬休み」では「利用実績あり（現在は利用していない）」

「利用実績なし」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

 

【利用実績】 

 

  

48.4

22.7

25.4

12.8

48.6

24.1

13.0

24.8

19.5

24.8

1.9

11.9

22.0

32.4

46.8

47.8

55.3

88.1

33.8

47.5

6.2

5.7

7.3

7.1

10.0

5.7

6.4

平日（R6年度）

平日（R1年度）

土曜日（R6年度）

土曜日（R1年度）

日曜・祝日（R6年度）

夏休み・冬休み（R6年度）

夏休み・冬休み（R1年度）

0% 20% 40% 60% 80% 100%小学生 R6年度(n=370)

小学生 R1年度(n=141)

現在利用している 利用実績あり（現在は利用していない） 利用実績なし 無回答
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〇今後の利用希望について、「平日」及び「夏休み・冬休み」では約５割が「希望する」と

回答していますが、「土曜日」「日曜・祝日」では４～５割が「希望しない」と回答して

います。 

〇前回調査との比較をみると、「平日」「土曜日」「夏休み・冬休み」では「希望する」が高

く、「平日」「土曜日」「日曜・祝日」「夏休み・冬休み」では「希望しない」が低くなっ

ており、10ポイント以上差が生じています。 

 

【今後の利用希望】 

 

  

45.1

21.3

29.2

14.2

5.4

2.8

48.6

29.1

30.8

63.1

43.0

68.8

53.5

73.0

28.1

56.7

24.1

15.6

27.8

17.0

41.1

24.1

23.2

14.2

平日（R6年度）

平日（R1年度）

土曜日（R6年度）

土曜日（R1年度）

日曜・祝日（R6年度）

日曜・祝日（R1年度）

夏休み・冬休み（R6年度）

夏休み・冬休み（R1年度）

0% 20% 40% 60% 80% 100%小学生 R6年度(n=370)

小学生 R1年度(n=141)

希望する 希望しない 無回答
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◆利用したい時間帯 

 

○利用したい時間帯については、概ね実績と希望に差は生じていませんが、「土曜日：終了

時刻」について、実績では「17時台」、希望では「18時以降」が最も高くなっており、土

曜日の希望終了時刻は現状より遅い時間帯のニーズが高いことがうかがえます。 

 

【平日：開始時刻】            【平日：終了時刻】 

   

 

【土曜日：開始時刻】           【土曜日：終了時刻】 

   

  

13.4

69.8

7.3

0.6

8.9

15.0

70.1

6.0

0.0

9.0

0% 20% 40% 60% 80%

15時より前

15時台

16時台

17時以降

無回答

小学生 R6年度

実績(n=179) 希望(n=167)

0.0

9.5

40.2

50.3

0.0

0.0

7.8

34.7

56.9

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

16時より前

16時台

17時台

18時以降

無回答

小学生 R6年度

実績(n=179) 希望(n=167)

35.1

45.7

16.0

3.2

0.0

0.0

37.0

44.4

14.8

2.8

0.9

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時より前

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

小学生 R6年度

実績(n=94) 希望(n=108)

0.0

1.1

1.1

0.0

3.2

14.9

41.5

38.3

0.0

0.0

0.9

0.9

0.0

3.7

13.0

33.3

48.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

12時より前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

小学生 R6年度

実績(n=94) 希望(n=108)
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【日曜・祝日：開始時刻】         【日曜・祝日：終了時刻】 

   

 

【夏休み・冬休み：開始時刻】       【夏休み・冬休み：終了時刻】 

   

  

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

60.0

15.0

15.0

5.0

0.0

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

8時より前

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

小学生 R6年度

実績(n=0) 希望(n=20)

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.0

5.0

15.0

70.0

5.0

0% 20% 40% 60% 80%

12時より前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

小学生 R6年度

実績(n=0) 希望(n=20)

40.0

43.9

15.0

1.1

0.0

0.0

42.2

38.9

17.2

1.1

0.0

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

8時より前

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

小学生 R6年度

実績(n=180) 希望(n=180)

0.6

0.0

0.0

0.0

1.7

10.0

37.8

49.4

0.6

0.0

0.6

0.0

0.6

3.3

7.8

33.9

53.9

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

12時より前

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

小学生 R6年度

実績(n=180) 希望(n=180)
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（お子さんが小学１～３年生の方のみ） 

（６）放課後児童クラブ（学童保育）の利用予定を教えてください。【小学生：問 16】 

 

○放課後児童クラブ（学童保育）の利用予定については、「利用予定」が 55.4％、「利用す

る予定はない」が 41.9％となっており、「利用予定」が「利用する予定はない」をやや上

回っています。 

○前回調査との比較をみると、「利用予定」が高く、「利用する予定はない」が低くなって

おり、25ポイント以上差が生じています。 

〇利用予定期間について、開始時期では「１年生」92.7％が最も高く９割を超えています

が、終了時期では「３年生」「４年生」「６年生」がそれぞれ２割台と分散しています。 

 

 

 

【利用予定期間】 

 

  

55.4

27.7

41.9

70.2

2.7

2.1

小学生 R6年度(n=370)

小学生 R1年度(n=141)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用予定 利用する予定はない 無回答

92.7

1.0

3.9

1.0

0.0

0.0

1.5

0.5

7.3

23.9

28.3

8.8

27.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

無回答

小学生 R6年度

開始(n=205) 終了(n=205)
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（お子さんが小学１～３年生の方で、放課後児童クラブ利用者のみ） 

（７）今後放課後児童クラブ（学童保育）に望むサービスは何ですか。（複数回答） 
【小学生：問 17】 

 

○放課後児童クラブ（学童保育）に望むサービスについては、「習い事（英語や習字など）」

が 25.9％と最も高く、次いで「放課後児童クラブ（学童保育）と家庭との連絡や連携」

21.6％、「その他」16.2％となっています。 

 

 

 

 

※放課後児童クラブ（学童保育）に望むサービスや改善点についての詳細は、 

別紙「佐々町 子ども・子育て及び子どもの生活状況アンケート調査 結果報告書（自由記述）」に掲載 

  

21.6

25.9

9.2

3.2

16.2

44.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

放課後児童クラブ（学童保育）

と家庭との連絡や連携

習い事（英語や習字など）

施設や設備を改善する

指導内容を工夫する

その他

無回答

小学生 R6年度(n=185)
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（お子さんが小学１～３年生の方で、放課後児童クラブを利用していない方のみ） 

（８）放課後児童クラブ（学童保育）を利用しない理由は何ですか。（複数回答） 
【小学生：問 18】 

 

○放課後児童クラブ（学童保育）を利用しない理由については、「子どもが希望していない

から」が 31.3％と最も高く、次いで「子どもの祖父母や親戚の人がみているから」

25.8％、「現在就労していないから」22.1％となっています。 

○前回調査との比較をみると、「現在就労していないから」「子どもの祖父母や親戚の人が

みているから」「その他」が 10ポイント以上高くなっています。 

 

 

  

31.3

22.1

25.8

0.0

1.8

5.5

1.2

3.7

18.4

13.5

16.6

3.1

19.6

4.3

22.0

9.2

12.8

1.4

0.7

0.7

6.4

4.3

12.8

12.8

14.2

0.7

7.1

22.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

子どもが希望していないから

現在就労していないから

子どもの祖父母や親戚の人がみているから

近所の人や父母の友人・知人がみているから

放課後児童クラブを知らなかったから

放課後児童クラブに空きがないから

放課後児童クラブの開所時間が短いから

指導員等の指導内容や活動プロ

グラムが不十分と感じるから

利用料金がかかるから

子どもは放課後習い事をしているから

放課後の短時間なら、子ども

だけで大丈夫だと思うから

他の施設に預けているから

その他

無回答

小学生 R6年度(n=163)

小学生 R1年度(n=141)
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11．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援について 

（１）お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しました
か。また、「３．取得していない」方はその理由もお答えください。 
【家庭：問 33、幼保：問 38、小学生：問 22】 

①母親 

○母親の育児休業の取得について、いずれも「取得した（取得中である）」（家庭：50.9％、

幼保：67.1％、小学生：49.7％）が最も高く、次いで「働いていなかった」（家庭：

35.8％、幼保：19.0％、小学生：32.2％）、「取得していない」（家庭：13.2％、幼保：

13.6％、小学生：14.6％）となっています。 

〇取得していない理由については、サンプル数が少ないため参考程度。 

 

 

  

35.8

19.0

32.2

50.9

67.1

49.7

13.2

13.6

14.6

0.3

3.5

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

小学生 R6年度

(n=370)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答
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【取得していない理由】 

 

  

0.0

0.0

0.0

42.9

0.0

0.0

28.6

14.3

0.0

0.0

42.9

14.3

28.6

0.0

0.0

0.0

0.0

12.0

8.0

10.0

2.0

0.0

14.0

24.0

10.0

0.0

0.0

20.0

12.0

10.0

0.0

2.0

14.0

2.0

5.6

3.7

7.4

5.6

0.0

20.4

20.4

20.4

0.0

1.9

31.5

14.8

13.0

0.0

1.9

3.7

5.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

仕事に柔軟に対応できた

（自営業・自由業など）

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用（アルバイト・パート含む）のため

育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）

を取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

家庭保育 R6年度(n=7)

幼稚園・保育園 R6年度(n=50)

小学生 R6年度(n=54)
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②父親 

○父親の育児休業の取得について、いずれも「取得していない」（家庭：64.2％、幼保：

82.3％、小学生：80.0％）が最も高く、特に幼稚園・保育園及び小学生では８割を超え

ていますが、家庭保育では３割が「取得した（取得中である）」と回答しています。 

〇取得していない理由については、「仕事が忙しかった」（家庭：50.0％、幼保：43.2％、

小学生：44.3％）が最も高く、次いで家庭保育では「収入減となり、経済的に苦しくな

る」47.1％、幼稚園・保育園及び小学生では「配偶者が育児休業制度を利用した」（幼

保：37.0％、小学生：34.5％）となっています。 

 

 

  

0.3

0.5

30.2

10.9

4.3

64.2

82.3

80.0

5.7

6.5

15.1

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

小学生 R6年度

(n=370)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答
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【取得していない理由】 

 

  

23.5

50.0

0.0

2.9

47.1

14.7

2.9

32.4

23.5

2.9

8.8

0.0

0.0

5.9

0.0

33.7

43.2

4.0

5.0

34.3

4.6

6.3

37.0

10.9

0.0

8.6

0.3

1.7

6.3

2.3

33.4

44.3

3.7

4.1

30.1

6.1

5.7

34.5

17.6

0.0

9.5

0.0

4.4

3.7

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

仕事に柔軟に対応できた

（自営業・自由業など）

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用（アルバイト・パート含む）のため

育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

その他

無回答

家庭保育 R6年度(n=34)

幼稚園・保育園 R6年度(n=303)

小学生 R6年度(n=296)
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12．佐々町での子育てについて 

（１）現在、子育てをしていて感じる悩みは何ですか。（複数回答） 
【家庭：問 34、幼保：問 39、小学生：問 23】 

○家庭保育及び幼稚園・保育園では「子どもの教育・しつけ」（家庭：47.2％、幼保：

41.8％）が最も高くなっています。また、家庭保育では「子どもとの過ごし方・遊び方」

「子どもの健康」「子どもの発育」「自分の時間が持てない」「子育てに伴う経済的な負担」

が３割を超えています。 

○前回調査との比較をみると、家庭保育及び幼稚園・保育園では「子どもの教育・しつけ」

「子どもの発育」、家庭保育では「子どもとの過ごし方・遊び方」「親同士の付き合い」

「自分の健康」「社会との関わりが少ない」「近所との付き合い」「自分の時間が持てない」

「子育てに伴う経済的な負担」「身体の疲れが大きい」が 10ポイント以上高くなっていま

す。 

  

26.4

35.8

30.2

47.2

37.7

9.4

7.5

18.9

20.8

11.3

24.5

17.0

1.9

28.3

34.0

5.7

39.6

24.5

0.0

11.3

0.0

21.5

24.3

22.4

35.5

16.8

0.9

1.9

2.8

5.6

6.5

3.7

3.7

0.9

25.2

15.9

0.0

21.5

8.4

0.9

11.2

5.6

28.8

17.7

17.7

41.8

22.3

3.5

1.9

3.5

4.1

4.3

1.6

3.8

1.6

29.3

15.5

1.1

27.7

14.7

0.5

8.2

1.4

19.3

10.8

11.9

28.3

7.4

1.5

1.5

9.3

4.8

5.2

1.1

2.6

1.5

31.2

8.9

0.7

18.6

7.4

1.9

16.4

11.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

子どもの食生活

子どもとの過ごし方・遊び方

子どもの健康

子どもの教育・しつけ

子どもの発育

夫婦関係

親族との関係

親同士の付き合い

自分の健康

家族の健康

社会との関わりが少ない

近所との付き合い

子育ての大変さに周囲の理解がない

仕事と子育ての両立

自分の時間が持てない

子どもを邪魔に感じる時がある

子育てに伴う経済的な負担

身体の疲れが大きい

その他

特にない

無回答

家庭保育 R6年度(n=53)

家庭保育 R1年度(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度(n=269)
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○小学生では「子どもの学力」32.7％が最も高く、次いで「子育てに伴う経済的な負担」

26.5％、「子どもの教育・しつけ」25.9％となっています。 

 

 

  

22.7

14.3

16.2

25.9

32.7

10.0

2.4

1.4

8.9

4.9

4.6

2.7

3.5

2.2

22.7

7.0

0.3

26.5

13.2

2.7

10.5

4.1

14.9

12.8

9.2

29.8

34.0

6.4

4.3

5.0

11.3

4.3

4.3

1.4

1.4

0.7

19.9

7.1

0.7

21.3

7.1

2.8

15.6

15.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

子どもの食生活

子どもとの過ごし方・遊び方

子どもの健康

子どもの教育・しつけ

子どもの学力

子どもの発育

夫婦関係

親族との関係

親同士の付き合い

自分の健康

家族の健康

社会との関わりが少ない

近所との付き合い

子育ての大変さに周囲の理解がない

仕事と子育ての両立

自分の時間が持てない

子どもを邪魔に感じる時がある

子育てに伴う経済的な負担

身体の疲れが大きい

その他

特にない

無回答

小学生 R6年度(n=370)

小学生 R1年度(n=141)
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○配偶関係でみると、「配偶者がいない」は「配偶者はいる」と比べて、幼稚園・保育園で

は「親同士の付き合い」「自分の時間が持てない」が高く、「子どもの教育・しつけ」が

低く、小学生では「自分の時間が持てない」「子育てに伴う経済的な負担」が高く、「子

どものしつけ」が低くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

○経済状況でみると、「経済的に困っている」は「経済的に困っていない」と比べて、家庭

保育では「子どもとの過ごし方・遊び方」「子どもの発育」「自分の健康」「社会との関わ

りが少ない」「仕事と子育ての両立」「自分の時間が持てない」「子育てに伴う経済的な負

担」が高く、「親同士の付き合い」が低く、幼稚園・保育園及び小学生では「子育てに伴

う経済的な負担」が高くなっており、10ポイント以上差が生じています。 

 

【子育ての悩み×配偶関係】 

 

 

0.0

50.0

50.0

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

50.0

50.0

0.0

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

26.0

36.0

30.0

48.0

38.0

10.0

8.0

20.0

22.0

12.0

24.0

16.0

2.0

28.0

34.0

6.0

40.0

24.0

0.0

12.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子どもの食生活

子どもとの過ごし方・遊び方

子どもの健康

子どもの教育・しつけ

子どもの発育

夫婦関係

親族との関係

親同士の付き合い

自分の健康

家族の健康

社会との関わりが少ない

近所との付き合い

子育ての大変さに周囲の理解がない

仕事と子育ての両立

自分の時間が持てない

子どもを邪魔に感じる時がある

子育てに伴う経済的な負担

身体の疲れが大きい

その他

特にない

無回答

家庭保育 R6年度

配偶者がいない(n=2)

配偶者はいる(n=50)
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20.6

11.8

23.5

32.4

26.5

0.0

2.9

14.7

5.9

2.9

2.9

8.8

0.0

29.4

29.4

0.0

32.4

8.8

0.0

8.8

2.9

29.9

18.1

17.2

42.9

21.8

3.6

1.8

2.4

3.9

4.5

1.5

3.3

1.8

29.0

13.9

1.2

26.9

15.4

0.6

8.2

1.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

子どもの食生活

子どもとの過ごし方・遊び方

子どもの健康

子どもの教育・しつけ

子どもの発育

夫婦関係

親族との関係

親同士の付き合い

自分の健康

家族の健康

社会との関わりが少ない

近所との付き合い

子育ての大変さに周囲の理解がない

仕事と子育ての両立

自分の時間が持てない

子どもを邪魔に感じる時がある

子育てに伴う経済的な負担

身体の疲れが大きい

その他

特にない

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

配偶者がいない(n=34)

配偶者はいる(n=331)

25.5

7.3

20.0

16.4

32.7

7.3

0.0

1.8

12.7

9.1

1.8

1.8

5.5

1.8

23.6

16.4

0.0

41.8

18.2

1.8

9.1

7.3

22.0

15.5

15.9

27.8

33.3

10.7

2.9

1.3

8.1

3.9

5.2

2.9

3.2

1.9

22.7

5.2

0.3

23.6

12.3

2.9

11.0

3.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

子どもの食生活

子どもとの過ごし方・遊び方

子どもの健康

子どものしつけ

子どもの学力

子どもの発育

夫婦関係

親族との関係

親同士の付き合い

自分の健康

家族の健康

社会との関わりが少ない

近所との付き合い

子育ての大変さに周囲の理解がない

仕事と子育ての両立

自分の時間が持てない

子どもを邪魔に感じる時がある

子育てに伴う経済的な負担

身体の疲れが大きい

その他

特にない

無回答

小学生 R6年度

配偶者がいない(n=55)

配偶者はいる(n=309)
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【子育ての悩み×経済状況】 

 

 

  

28.6

31.4

31.4

48.6

31.4

11.4

8.6

22.9

11.4

8.6

20.0

20.0

2.9

22.9

28.6

0.0

25.7

22.9

0.0

11.4

0.0

22.2

44.4

27.8

44.4

50.0

5.6

5.6

11.1

38.9

16.7

33.3

11.1

0.0

38.9

44.4

16.7

66.7

27.8

0.0

11.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもの食生活

子どもとの過ごし方・遊び方

子どもの健康

子どもの教育・しつけ

子どもの発育

夫婦関係

親族との関係

親同士の付き合い

自分の健康

家族の健康

社会との関わりが少ない

近所との付き合い

子育ての大変さに周囲の理解がない

仕事と子育ての両立

自分の時間が持てない

子どもを邪魔に感じる時がある

子育てに伴う経済的な負担

身体の疲れが大きい

その他

特にない

無回答

家庭保育 R6年度

経済的に困っていない(n=35)

経済的に困っている(n=18)

29.0

19.0

19.4

43.1

23.8

2.8

2.4

3.6

3.6

4.4

2.0

4.0

1.6

28.2

13.7

1.6

16.1

12.9

0.0

10.1

1.6

28.2

14.5

14.5

39.3

18.8

5.1

0.9

3.4

5.1

4.3

0.9

3.4

1.7

30.8

19.7

0.0

52.1

18.8

1.7

4.3

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子どもの食生活

子どもとの過ごし方・遊び方

子どもの健康

子どもの教育・しつけ

子どもの発育

夫婦関係

親族との関係

親同士の付き合い

自分の健康

家族の健康

社会との関わりが少ない

近所との付き合い

子育ての大変さに周囲の理解がない

仕事と子育ての両立

自分の時間が持てない

子どもを邪魔に感じる時がある

子育てに伴う経済的な負担

身体の疲れが大きい

その他

特にない

無回答

幼稚園・保育園 R6年度

経済的に困っていない(n=248)

経済的に困っている(n=117)
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19.8

14.9

16.5

25.6

32.6

8.3

1.7

0.8

7.4

5.0

5.0

2.5

3.3

2.5

23.1

5.4

0.4

18.2

12.0

2.9

14.0

5.0

27.7

14.3

16.8

27.7

31.9

13.4

4.2

2.5

11.8

5.0

4.2

3.4

4.2

1.7

22.7

10.9

0.0

43.7

15.1

2.5

4.2

0.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

子どもの食生活

子どもとの過ごし方・遊び方

子どもの健康

子どものしつけ

子どもの学力

子どもの発育

夫婦関係

親族との関係

親同士の付き合い

自分の健康

家族の健康

社会との関わりが少ない

近所との付き合い

子育ての大変さに周囲の理解がない

仕事と子育ての両立

自分の時間が持てない

子どもを邪魔に感じる時がある

子育てに伴う経済的な負担

身体の疲れが大きい

その他

特にない

無回答

小学生 R6年度

経済的に困っていない(n=242)

経済的に困っている(n=119)
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（２）お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）で
すか。（複数回答）【家庭：問 35、幼保：問 40、小学生：問 24】 

 

○いずれも「祖父母等の親族」（家庭：86.8％、幼保：76.6％、小学生：73.2％）が最も高

く、次いで「友人や知人」（家庭：73.6％、幼保：65.8％、小学生：64.1％）となってい

ます。また、幼稚園・保育園では「幼稚園や保育園の先生」が４割を超えています。 

○前回調査との比較をみると、小学生では「友人や知人」が 13.2 ポイント低くなっていま

す。 

 

 

  

86.8

73.6

9.4

15.1

5.7

0.0

0.0

3.8

0.0

5.7

3.8

1.9

0.0

85.0

70.1

6.5

9.3

14.0

0.9

6.5

0.9

0.0

5.6

4.7

1.9

3.7

76.6

65.8

5.7

7.3

44.6

0.5

6.8

1.4

0.0

1.9

2.4

5.2

0.3

76.6

72.5

5.6

4.8

41.3

0.7

3.0

0.4

0.0

3.7

2.6

4.8

2.6

73.2

64.1

11.9

5.1

9.7

1.1

2.2

1.1

8.4

3.0

2.2

9.2

1.6

66.7

77.3

11.3

0.7

17.0

0.7

2.8

0.0

0.0

2.1

3.5

6.4

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

多世代包括支援センター

幼稚園や保育園の先生

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

役場の子育て関連担当窓口

教育委員会・学校

HP・インターネット・SNS上の知り合い

その他

特にない

無回答

家庭保育 R6年度(n=53)

家庭保育 R1年度(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度(n=269)

小学生 R6年度(n=370)

小学生 R1年度(n=141)
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（３）佐々町における子育ての環境や支援の満足度をそれぞれ５段階で評価してくださ
い。【家庭：問 36、幼保：問 41、小学生：問 25】 

 

○佐々町における子育て環境や支援の満足度について、家庭保育において満足度が高い

（満足１＋満足２）のは「町の子育て支援の取組」64.1％、次いで「町の相談窓口」

43.4％、「町立図書館」37.7％となっています。反対に、不満足（不満４＋不満５）なも

のについては、「屋内の遊び場」54.7％、次いで「授乳室やおむつ交換台などの設備」

50.9％、「公園などの外の遊び場」22.7％となっています。 

 

【満足度：家庭保育】 

 

  

17.0

3.8

5.7

5.7

22.6

13.2

7.5

26.4

11.3

15.1

3.8

1.9

5.7

11.3

5.7

41.5

30.2

24.5

11.3

20.8

45.3

37.7

47.2

71.7

67.9

73.6

24.5

49.1

58.5

58.5

49.1

17.0

32.1

28.3

13.2

7.5

11.3

9.4

5.7

3.8

3.8

13.2

5.7

22.6

22.6

9.4

7.5

3.8

1.9

1.9

5.7

5.7

①公園などの外の遊び場

②屋内の遊び場

③授乳室やおむつ交換台などの設備

④交通機関（バス、電車など）

⑤安全性（事故や犯罪など）

⑥近所づきあい（協力、相談）

⑦町の子育て支援の取組

⑧町の相談窓口

⑨子育てに関する情報

⑩町立図書館

⑪医療機関

0% 20% 40% 60% 80% 100%家庭保育 R6年度(n=53)

満足１ 2 普通３ 4 不満５ 無回答
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〇幼稚園・保育園で満足度が高いのは「公園などの外の遊び場」53.8％、次いで「町立図

書館」46.2％、「町の子育て支援の取組」41.3％となっています。反対に、不満足なもの

については、「屋内の遊び場」72.3％、次いで「授乳室やおむつ交換台などの設備」

37.8％、「交通機関（バス、電車など）」18.2％となっています。 

 

【満足度：幼稚園・保育園】 

 

  

32.3

3.8

3.3

5.7

8.4

8.7

18.5

12.5

11.7

23.1

13.3

21.5

3.0

6.8

6.3

13.3

11.4

22.8

13.0

14.9

23.1

20.1

35.1

19.8

50.8

68.5

63.9

67.4

47.0

63.0

60.6

48.9

50.3

6.5

31.5

26.1

11.4

10.3

8.7

8.4

8.4

9.5

3.0

10.3

3.5

40.8

11.7

6.8

3.0

2.4

2.2

1.9

2.2

0.8

4.9

1.1

1.1

1.4

1.4

1.1

1.4

1.1

1.1

1.1

1.1

1.1

①公園などの外の遊び場

②屋内の遊び場

③授乳室やおむつ交換台などの設備

④交通機関（バス、電車など）

⑤安全性（事故や犯罪など）

⑥近所づきあい（協力、相談）

⑦町の子育て支援の取組

⑧町の相談窓口

⑨子育てに関する情報

⑩町立図書館

⑪医療機関

0% 20% 40% 60% 80% 100%
幼稚園・保育園 R6年度(n=368)

満足１ 2 普通３ 4 不満５ 無回答
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〇小学生で満足度が高いのは「町立図書館」49.5％、次いで「公園などの外の遊び場」

44.6％、「町の子育て支援の取組」33.3％となっています。反対に、不満足なものについ

ては、「屋内の遊び場」72.9％、次いで「安全性（事故や犯罪など）」21.6％、「交通機関

（バス、電車など）」21.0％となっています。 

 

【満足度：小学生】 

 

  

21.6

0.8

3.8

3.8

7.8

13.0

8.1

7.8

7.6

8.4

7.0

23.8

12.4

23.0

2.7

6.2

13.2

10.0

20.3

13.2

12.2

21.4

19.5

14.1

25.7

19.2

38.4

21.1

66.2

59.5

67.6

55.4

67.8

67.3

57.8

60.5

66.2

45.7

50.0

8.4

27.8

12.4

15.7

9.7

6.8

6.2

7.6

8.4

7.3

8.4

1.6

11.4

7.0

45.1

8.6

5.9

3.0

2.4

2.4

3.0

2.2

1.4

1.9

1.1

5.1

1.6

2.4

2.7

1.9

1.9

2.2

2.2

2.2

2.7

3.0

2.4

2.2

1.9

①公園などの外の遊び場

②屋内の遊び場

③交通機関（バス、電車など）

④安全性（事故や犯罪など）

⑤近所づきあい（協力、相談）

⑥町の子育て支援の取組

⑦町の相談窓口

⑧子育てに関する情報

⑨小学校の施設

⑩学校教育の内容

⑪体育施設

⑫町立図書館

⑬医療機関

0% 20% 40% 60% 80% 100%
小学生 R6年度(n=370)

満足１ 2 普通３ 4 不満５ 無回答
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【満足度×配偶関係：家庭保育】 

 

  

18.0

4.0

6.0

6.0

50.0

22.0

14.0

8.0

28.0

12.0

50.0

14.0

50.0

2.0

2.0

6.0

50.0

10.0

6.0

0.0

44.0

32.0

26.0

12.0

50.0

20.0

50.0

44.0

50.0

36.0

48.0

100.0

70.0

0.0

70.0

100.0

72.0

50.0

22.0

100.0

46.0

100.0

56.0

100.0

56.0

50.0

48.0

18.0

34.0

100.0

26.0

14.0

50.0

6.0

12.0

10.0

6.0

4.0

4.0

14.0

6.0

24.0

24.0

10.0

8.0

4.0

2.0

2.0

6.0

6.0

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

配偶者がいない

(n=2)

配偶者はいる

(n=50)

0% 20% 40% 60% 80% 100%家庭保育 R6年度

満足１ ２ 普通３ ４ 不満５ 無回答

①公園などの

外の遊び場

②屋内の

遊び場

③授乳室やお

むつ交換台

などの設備

④交通機関

⑤安全性

⑥近所

づきあい

⑦町の子育て

支援の取組

⑧町の相談

窓口

⑨子育てに

関する情報

⑩町立図書館

⑪医療機関
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〇配偶関係でみると、幼稚園・保育園では「配偶者がいない」は「配偶者はいる」と比べ

て、満足している割合が「交通機関（バス、電車など）」「医療機関」以外低くなってお

り、「安全性（事故や犯罪など）」「近所づきあい（協力、相談）」では不満足度が 10 ポイ

ント以上高くなっています。 

 

【満足度×配偶関係：幼稚園・保育園】 

 

  

26.5

32.9

2.9

3.6

3.6

5.9

5.7

5.9

8.8

9.7

14.7

19.0

8.8

13.0

11.8

11.8

11.8

24.2

5.9

14.2

26.5

20.5

3.3

8.8

6.6

11.8

5.7

11.8

13.6

8.8

11.8

14.7

23.6

5.9

13.9

8.8

15.7

32.4

22.4

29.4

19.3

35.3

35.3

26.5

19.3

52.9

50.8

55.9

70.1

58.8

64.4

70.6

66.8

52.9

46.2

76.5

61.3

70.6

59.2

52.9

48.3

47.1

50.5

11.8

6.0

32.4

31.7

29.4

25.7

14.7

11.2

14.7

9.7

11.8

8.5

8.8

8.5

5.9

8.8

5.9

10.0

2.9

3.0

5.9

10.6

3.9

38.2

40.8

8.8

11.8

11.8

5.7

8.8

2.4

8.8

1.8

8.8

1.5

2.9

1.8

2.9

2.1

0.9

11.8

4.2

1.2

1.2

1.5

1.5

1.2

1.5

1.2

1.2

1.2

1.2

1.2

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

配偶者がいない

(n=34)

配偶者はいる

(n=331)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

満足１ ２ 普通３ ４ 不満５ 無回答

①公園などの

外の遊び場

②屋内の

遊び場

③授乳室やお

むつ交換台

などの設備

④交通機関

⑤安全性

⑥近所

づきあい

⑦町の子育て

支援の取組

⑧町の相談

窓口

⑨子育てに

関する情報

⑩町立図書館

⑪医療機関
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〇配偶関係でみると、小学生では「配偶者がいない」は「配偶者はいる」と比べて「公園

などの外の遊び場」「町立図書館」の満足度が 10ポイント以上低くなっています。 

【満足度×配偶関係：小学生】 

 

  

12.7

23.3

1.0

1.8

3.9

3.6

3.9

7.3

7.8

7.3

14.2

5.5

8.7

5.5

8.4

5.5

8.1

5.5

9.1

1.8

8.1

14.5

25.6

9.1

13.3

14.5

24.3

1.8

2.9

3.6

6.8

12.7

13.6

7.3

10.7

18.2

21.0

20.0

12.3

10.9

12.6

18.2

22.3

20.0

19.7

12.7

14.6

25.5

26.2

23.6

18.8

58.2

35.3

23.6

20.4

74.5

64.7

63.6

58.9

69.1

68.0

60.0

54.7

65.5

68.3

69.1

66.7

69.1

55.7

65.5

59.2

72.7

65.0

56.4

43.4

52.7

49.5

3.6

9.4

18.2

29.8

10.9

12.9

14.5

15.9

12.7

9.1

7.3

6.1

5.5

6.1

7.3

7.8

7.3

8.4

5.5

7.8

7.3

8.4

3.6

1.3

7.3

11.7

10.9

6.1

56.4

43.4

9.1

8.7

5.5

5.8

3.6

2.6

7.3

1.6

3.6

2.3

7.3

2.3

2.6

1.8

1.3

5.5

1.3

1.3

7.3

4.9

1.6

2.6

2.9

1.9

1.9

2.3

2.3

2.3

2.9

1.8

2.9

2.6

2.3

1.9

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

配偶者がいない

(n=55)

配偶者はいる

(n=309)

0% 20% 40% 60% 80% 100%小学生 R6年度

満足１ ２ 普通３ ４ 不満５ 無回答

①公園などの

外の遊び場

②屋内の

遊び場

⑨小学校の

施設

③交通機関

④安全性

⑤近所

づきあい

⑥町の子育て

支援の取組

⑦町の相談

窓口

⑧子育てに

関する情報

⑫町立図書館

⑬医療機関

⑩学校教育

の内容

⑪体育施設



 

96 

〇経済状況でみると、家庭保育では「経済的に困っている」は「経済的に困っていない」

と比べて、「町の子育て支援の取組」「医療機関」の満足度が高く、「公園などの外の遊び

場」「授乳室やおむつ交換台などの設備」「安全性（事故や犯罪など）」の不満足度が高く

なっており、10ポイント以上差が生じています。 

【満足度×経済状況：家庭保育】 

 

  

20.0

11.1

5.7

5.7

5.6

5.7

5.6

22.9

22.2

17.1

5.6

5.6

28.6

22.2

17.1

11.4

22.2

2.9

5.6

2.9

8.6

8.6

16.7

8.6

37.1

50.0

28.6

33.3

22.2

14.3

5.6

11.4

38.9

51.4

33.3

40.0

33.3

38.9

68.6

77.8

74.3

55.6

71.4

77.8

28.6

16.7

48.6

50.0

57.1

61.1

54.3

66.7

54.3

38.9

14.3

22.2

37.1

22.2

28.6

27.8

11.4

16.7

5.7

11.1

11.4

11.1

8.6

11.1

5.7

5.6

5.7

2.9

5.6

11.4

16.7

2.9

11.1

14.3

38.9

17.1

33.3

11.4

5.6

5.7

11.1

2.9

5.6

2.9

5.6

2.9

11.1

5.7

5.6

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

経済的に困っていない

(n=35)

経済的に困っている

(n=18)

0% 20% 40% 60% 80% 100%家庭保育 R6年度

満足１ ２ 普通３ ４ 不満５ 無回答

①公園などの

外の遊び場

②屋内の

遊び場

③授乳室やお

むつ交換台

などの設備

④交通機関

⑤安全性

⑥近所

づきあい

⑦町の子育て

支援の取組

⑧町の相談

窓口

⑨子育てに

関する情報

⑩町立図書館

⑪医療機関
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〇経済状況でみると、幼稚園・保育園では「経済的に困っている」は「経済的に困ってい

ない」と比べて、「子育てに関する情報」「町立図書館」「医療機関」の満足度が 10ポイン

ト以上低くなっています。 

【満足度×経済状況：幼稚園・保育園】 

 

  

35.5

24.8

3.6

4.3

3.2

3.4

4.8

7.7

8.9

7.7

8.9

7.7

20.2

14.5

13.3

10.3

14.1

6.0

25.8

17.9

16.5

6.8

21.4

22.2

3.6

1.7

6.9

6.8

7.7

3.4

13.3

12.8

13.3

7.7

24.2

20.5

15.3

8.5

16.9

11.1

25.8

16.2

21.0

17.9

31.9

41.9

20.6

17.9

53.2

46.2

68.5

68.4

65.7

59.8

68.1

65.8

47.2

47.0

60.9

67.5

58.1

66.7

42.3

63.2

48.8

53.8

7.3

5.1

32.3

30.8

26.2

24.8

11.3

11.1

9.3

12.8

6.5

13.7

6.9

11.1

8.5

8.5

8.5

11.1

3.6

1.7

8.9

12.8

2.8

5.1

38.7

44.4

9.3

17.1

6.5

7.7

1.6

6.0

1.6

4.3

0.4

6.0

0.8

4.3

1.2

4.3

1.2

3.6

7.7

1.2

0.9

1.2

0.9

1.2

1.7

1.2

1.7

0.9

1.6

0.9

1.2

0.9

0.9

1.2

0.9

1.2

0.9

1.2

0.9

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

経済的に困っていない

(n=248)

経済的に困っている

(n=117)

0% 20% 40% 60% 80% 100%幼稚園・保育園 R6年度

満足１ ２ 普通３ ４ 不満５ 無回答

①公園などの

外の遊び場

②屋内の

遊び場

③授乳室やお

むつ交換台

などの設備

④交通機関

⑤安全性

⑥近所

づきあい

⑦町の子育て

支援の取組

⑧町の相談

窓口

⑨子育てに

関する情報

⑩町立図書館

⑪医療機関
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〇経済状況でみると、小学生では「経済的に困っている」は「経済的に困っていない」と

比べて、「子育てに関する情報」の満足度が 11.8ポイント低くなっています。 

【満足度×経済状況：小学生】 

 

  

25.2

15.1

0.4

1.7

5.0

1.7

3.7

4.2

7.9

8.4

13.6

12.6

9.5

5.9

9.5

5.0

9.5

4.2

9.1

7.6

8.3

5.0

25.2

22.7

14.0

10.1

22.7

24.4

3.7

0.8

5.8

7.6

15.3

7.6

10.3

8.4

19.8

21.0

12.8

13.4

14.9

7.6

21.9

20.2

21.5

16.0

15.7

10.9

23.1

31.9

18.2

21.8

35.5

43.7

21.9

20.2

66.1

68.9

56.6

65.5

69.8

63.0

56.2

52.9

68.6

67.2

64.9

71.4

56.6

59.7

60.3

59.7

64.9

68.1

46.7

41.2

51.7

45.4

9.1

5.9

28.9

25.2

12.8

9.2

16.9

14.3

7.4

15.1

6.2

8.4

5.0

8.4

6.6

9.2

7.0

11.8

5.4

11.8

7.4

10.9

1.7

1.7

10.3

14.3

5.4

10.9

42.1

51.3

7.4

10.9

5.4

7.6

2.5

4.2

2.1

3.4

2.1

3.4

2.1

5.0

2.5

1.7

0.8

2.5

1.2

3.4

0.8

3.7

7.6

2.1

2.9

0.8

2.9

1.7

2.1

0.8

2.1

0.8

2.1

1.7

2.1

1.7

2.1

1.7

2.5

2.5

2.9

2.5

2.5

1.7

2.1

1.7

2.1

0.8

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

経済的に困っていない

(n=242)

経済的に困っている

(n=119)

0% 20% 40% 60% 80% 100%小学生 R6年度

満足１ ２ 普通３ ４ 不満５ 無回答

①公園などの

外の遊び場

②屋内の

遊び場

⑨小学校の

施設

③交通機関

④安全性

⑤近所

づきあい

⑥町の子育て

支援の取組

⑦町の相談

窓口

⑧子育てに

関する情報

⑫町立図書館

⑬医療機関

⑩学校教育

の内容

⑪体育施設
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（４）問 42で、特に高く評価した項目及び特に低く評価した項目があれば、その理由
をお答えください。【家庭：問 37、幼保：問 42、小学生：問 26】 

 

※詳細は、 

別紙「佐々町 子ども・子育て及び子どもの生活状況アンケート調査 結果報告書（自由記述）」に掲載 

 

（お子さんが小学１～３年生の方のみ） 

（５）子どもが成長する上で大切だと思っていることは何ですか。（複数回答） 
【小学生：問 27】 

 

○「友達との関係」が 89.5％と最も高く、次いで「家族とのふれあい」76.2％、「学校の勉

強」45.7％となっています。 

 

 

  

89.5

45.7

76.2

1.9

18.6

8.1

33.5

12.4

2.7

2.7

3.5

92.2

55.3

73.8

0.7

6.4

3.5

27.0

19.1

7.1

0.7

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

友達との関係

学校の勉強

家族とのふれあい

ＩＣＴに関する体験

自由な時間

英語教育

自然の中での体験

スポーツ

進学の準備

その他

無回答

小学生 R6年度(n=370)

小学生 R1年度(n=141)
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（６）今後も、佐々町で子育てしていきたいと思いますか。 
【家庭：問 38、幼保：問 43、小学生：問 28】 

 

○家庭保育では「当分の間は佐々町で子育てをしていきたい」56.6％、幼稚園・保育園及

び小学生では「ずっと佐々町で子育てをしていきたい」（幼保：57.3％、小学生：58.9％）

が最も高くなっています。 

○前回調査との比較をみると、家庭保育では「当分の間は佐々町で子育てをしていきたい」

が 13.6ポイント高くなっています。 

 

 

 

（７）現在のお子さんの人数、今後の出産予定、理想とするお子さんの人数を教えてく
ださい。【家庭：問 39、幼保：問 44、小学生：問 29】 

 

○理想とする子どもの人数の平均は、家庭保育では「2.5 人」、幼稚園・保育園では「2.8

人」、小学生では「2.9 人」となっており、いずれも「理想」と比べて「現在」の子ども

の人数が低くなっています。 

○前回調査との比較をみると、家庭保育では「今後」は高いものの、「現在」「理想」の子

どもの人数が低くなっています。 

 

 

  

35.8

43.9

57.3

55.4

58.9

63.1

56.6

43.0

34.8

39.8

34.3

28.4

1.9

2.8

1.4

1.1

2.2

3.5

1.9

6.5

3.3

1.9

0.5

0.7

2.8

1.1

0.7

1.1

2.8

3.8

0.9

2.2

1.1

3.0

1.4

家庭保育 R6年度

(n=53)

家庭保育 R1年度

(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度

(n=269)

小学生 R6年度

(n=370)

小学生 R1年度

(n=141)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと佐々町で子育てをしていきたい 当分の間は佐々町で子育てをしていきたい

できれば佐々町以外の市区町村で子育てをしていきたい 近いうちに転出するつもりである

その他 無回答

（人）

R1年度調査 R6年度調査 R1年度調査 R6年度調査 R1年度調査 R6年度調査

現在 2.2 1.3 2.1 2.3 2.1 2.7

今後 0.3 0.9 0.4 0.3 0.1 0.1

理想 2.8 2.5 2.7 2.8 2.1 2.9

家庭保育 幼稚園・保育園 小学生
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①現在の子どもの人数 

○現在の子どもの人数について、家庭保育では「1 人」73.6％、幼稚園・保育園では「２人」

37.8％、小学生では「３人」33.0％が最も高くなっています。 

 

 

 

②今後の出産予定の子どもの人数 

○今後の出産予定の子どもの人数については、いずれも「０人」（家庭：26.4％、幼保：

64.7％、小学生：78.1％）が最も高くなっています。 

 

 

 

③理想とする子どもの人数 

○理想とする子どもの人数について、家庭保育では「２人」50.9％、幼稚園・保育園及び

小学生では「３人」（幼保：48.1％、小学生：41.9％）が最も高くなっています。 

 

  

73.6

24.7

13.2

17.0

37.8

31.1

5.7

24.2

33.0

9.0

16.8

2.4

3.8

3.8

1.9

2.2

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

小学生 R6年度

(n=370)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人 2人 3人 4人 4人以上 無回答

26.4

64.7

78.1

17.0

13.3

5.1

2.2

0.3

0.5

0.3

0.3

0.3

32.1

19.0

15.9

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

小学生 R6年度

(n=370)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答

5.7

1.4

2.2

34.0

2.4

2.2

50.9

25.3

21.6

1.9

48.1

41.9

10.9

14.9

3.5

4.6

7.5

8.4

12.7

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

小学生 R6年度

(n=370)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答
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（８）理想とするお子さんの人数を実現できないとすれば、その理由は何ですか。 
（複数回答）【家庭：問 40、幼保：問 45、小学生：問 30】 

 

○理想とする子どもの人数を実現できない理由については、いずれも「子育てや教育にお

金がかかる」（家庭：66.0％、幼保：56.3％、小学生：50.5％）が最も高く、次いで、家

庭保育及び幼稚園・保育園では「仕事との両立に支障が生じる」（家庭：32.1％、幼保：

33.4％）、小学生では「年齢的（肉体的）に困難」23.0％となっています。 

○前回調査との比較をみると、いずれも「子育てや教育にお金がかかる」が高く、家庭保

育では「仕事との両立に支障が生じる」、小学生では「年齢的（肉体的）に困難」が低く

なっており、10ポイント以上差が生じています。 
 

  

66.0

32.1

5.7

28.3

7.5

1.9

1.9

18.9

13.2

9.4

3.8

3.8

3.8

9.4

49.5

17.8

6.5

23.4

8.4

2.8

2.8

13.1

8.4

11.2

5.6

3.7

0.9

29.0

56.3

33.4

4.9

26.4

7.6

4.6

3.8

10.6

11.1

10.3

6.0

3.3

3.0

19.0

42.0

24.5

6.3

23.8

11.5

3.7

2.2

5.9

10.4

8.2

3.3

4.8

3.3

25.6

50.5

21.6

7.8

23.0

5.9

4.6

3.5

8.4

14.6

8.6

7.8

5.4

3.0

28.4

40.4

17.0

3.5

38.3

8.5

2.1

2.8

5.7

5.7

3.5

4.3

6.4

4.3

23.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育てや教育にお金がかかる

仕事との両立に支障が生じる

健康上の理由

年齢的（肉体的）に困難

欲しいができない

夫（妻）の家事・育児

の協力が得られない

夫（妻）が望まない

現在の住居では狭い

今の生活内容、水準を維持したい

育児にこれ以上の心理的、

肉体的負担がかけられない

子どもにとっての将来が不安

子どもが成年になる前に定年

となり収入が見込めない

その他

無回答

家庭保育 R6年度(n=53)

家庭保育 R1年度(n=107)

幼稚園・保育園 R6年度(n=368)

幼稚園・保育園 R1年度(n=269)

小学生 R6年度(n=370)

小学生 R1年度(n=141)
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（９）あなたは「子ども基本法」や「子どもの権利条約」について聞いたことがありま
すか。【家庭：問 41、幼保：問 46、小学生：問 31】 

◆子ども基本法 

○いずれも「聞いたことがない」（家庭：49.1％、幼保：47.6％、小学生：48.6％）が最も

高く、次いで「聞いたことがある」（家庭：37.7％、幼保：35.6％、小学生：34.3％）と

なっており、「子ども基本法」の認知度は、家庭保育では１割未満、幼稚園・保育園及び

小学生では１割台となっています。 

 

 

 

◆子どもの権利条約 

○いずれも「聞いたことがない」（家庭：50.9％、幼保：46.5％、小学生：49.5％）が最も

高く、次いで「聞いたことがある」（家庭：32.1％、幼保：36.1％、小学生：32.4％）と

なっており、「子どもの権利条約」の認知度は、家庭保育では１割未満、幼稚園・保育園

及び小学生では１割台となっています。 

 

 

 

（10）教育・保育事業の充実など子育て支援に関しての意見について。 
【家庭：問 42、幼保：問 47、小学生：問 32】 

 

※詳細は、 

別紙「佐々町 子ども・子育て及び子どもの生活状況アンケート調査 結果報告書（自由記述）」に掲載 

 

1.9

1.9

1.4

5.7

12.8

10.5

37.7

35.6

34.3

49.1

47.6

48.6

5.7

2.2

5.1

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

小学生 R6年度

(n=370)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

くわしく知っている 知っている 聞いたことがある 聞いたことがない 無回答

1.9

1.9

1.4

7.5

13.3

11.4

32.1

36.1

32.4

50.9

46.5

49.5

7.5

2.2

5.4

家庭保育 R6年度

(n=53)

幼稚園・保育園 R6年度

(n=368)

小学生 R6年度

(n=370)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

くわしく知っている 知っている 聞いたことがある 聞いたことがない 無回答


